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で
光
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輝
く



浜田ダム

長見ダム 大長見ダム

木都賀ダム

御部ダム矢原川ダム

三隅川

周布川

浜田川

周布川ダム

第二浜田ダム

サイレンの鳴り方
（第二浜田ダムの場合）

サイレン
１分
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₂₀秒
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合計５分

（サイレンは４回鳴ります）
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サイレン
１分

サイレン
１分

サイレン
１分

は
じ
め

お
わ
り

ダ
ム
に
流
れ
込
ん
で
来

る
量
と
同
じ
量
の
水
が

ダ
ム
か
ら
流
れ
る

常用洪水吐
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　大雨が降って川の水が増えると、治水目的のダムは上流からの水量を調
節して、川の氾濫を防ぎます。今回、浜田市内のダムについてご紹介します。

Ｑ１：浜田市内にダムはいくつあるの？
Ａ１：治水目的のダムとして、島根県が管理する４基があります。
浜田川：浜田ダム、第二浜田ダム
周布川：大長見ダム
三隅川：御部ダム

《自然調節型ダムの水量調節方法》
①雨が降ると、常用洪水吐と呼ばれる穴から少しずつ下流へ放流します。
②大雨により、常用洪水吐から放流する水の量よりも、ダムに流れ込む量

が多くなると、ダムの上流で水を貯めていきます。
③雨が小降りになり、ダムに流れ込む水の量が少なくなると、ダムの水位

は下がっていきます。

　　http://www.bousai-shimane.jp/uryousuii/pc/ssim0101g.html

〇急激な水位上昇（ダム下流で、30分で30ｃｍ以上の水位上昇）が予測され
る時。

〇非常用洪水吐を越流する（ダム上部から水が流れる）と予想される時。
※　ゲート方式の長見ダム、木都賀ダムでは、ゲート放流前にもサイレン

を鳴らします。
第二浜田ダムが完成する以前の浜田川では、浜田ダムがゲート方式で

あったため、ダムに貯水している水を放流する度にサイレンが鳴っていま
した。現在、自然調節型の第二浜田ダムが完成し、サイレンが鳴るのは、
上記の２つの場合のみです。大長見ダム、御部ダムも同じです。

ただし、ダムよりも下流で強い雨が降ったり、ほかの河川と合流したり
して水かさが増える場合ではダムからのサイレンはなりません。また、警
報の対象区間は一定エリア内です。

そのため、サイレンが聞こえない限り川は安全というわけではありませ
んのでご注意ください。

Ｑ２：どうやって水量を調節するの？
Ａ２：ゲート（水門）によって放流量を調節する方式と、ゲートが無く自然調節による方式が

あります。ゲートの有無は、ダムの目的や河川の規模などによって異なります。
　　　浜田市内の治水ダムである第二浜田ダム、大長見ダム、御部ダムは自然調節型ダムです。
　　　浜田ダムも、現在、自然調整型へ改造中です。

Ｑ４：ダムの貯水状況を知ることはできるの？
Ａ４：島根県の水防情報ホームページで確認できます。

Ｑ３：非常時には連絡があるの？
Ａ３：自然調節型ダムでは、次の時に、ダム警報局から放送やサイレンによる警報活動が

行われます。

※　なお、ダムに貯められる容量が一杯
になると、ダムに流れ込む量と同じ水
の量が下流に流れることになります。

問合せ　
安全安心推進課防災安全係　☎�９１２２

また、現在、三隅川に矢原川ダムが建設中です。
このほか、利水（発電）目的のダムとして、周布川に周布川ダム、長見

ダム（中国電力㈱）、三隅川に木都賀ダム（島根県企業局）があります。

① ②

③

　
10
月
2₆
日
は
、
い
の
ち
と
安
全
安

心
の
日
で
す
。

　
平
成
21
年
、
島
根
県
立
大
学
生
が

理
不
尽
に
命
を
奪
わ
れ
る
と
い
う
悲

惨
な
事
件
を
契
機
に
制
定
し
ま
し
た
。

　
事
件
に
つ
い
て
は
、
懸
命
な
捜
査

の
結
果
、
島
根
・
広
島
両
県
警
察
の

合
同
捜
査
本
部
に
よ
り
、
被
疑
者
が

特
定
さ
れ
、
終
結
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
記
憶
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
命
の
大
切
さ
と
そ

の
重
さ
を
再
認
識
し
、
犯
罪
を
起
こ

さ
せ
な
い
よ
う
防
犯
意
識
を
高
め
、

地
域
に
根
付
い
た
防
犯
対
策
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
が
「
い
の
ち
」
の
尊
さ
と
安

全
・
安
心
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
だ
れ
も
が
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、

・
声
か
け
・
明
る
い
あ
い
さ
つ
運
動

・
見
守
り
活
動

・
門
灯
の
点
灯
運
動

に
よ
っ
て
、「
犯
罪
の
な
い
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

島
根
県
内
の
犯
罪
発
生
状
況

７
月
末
現
在

 

・
刑
法
犯
１
４
７
０
件

（
昨
年
同
期
１
５
５
７
件
）

こ
の
う
ち
、
身
近
な
犯
罪
で
あ
る

万
引
き
や
自
転
車
盗
な
ど
を
含
む
窃

盗
事
件
が
、
約
７
割
を
占
め
て
い
ま

す
。

浜
田
市
内
の
犯
罪
発
生
状
況

７
月
末
現
在

・
刑
法
犯
99
件

（
昨
年
同
期
１
２
４
件
）

浜
田
市
内
で
も
、
こ
の
う
ち
約
７

割
が
窃
盗
事
件
で
す
。
被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
、
戸
締
り
や
自
動
車
、
自

転
車
の
鍵
か
け
を
確
実
に
し
ま
し
ょ

う
。

浜
田
市
内
の
特
殊
詐
欺
な
ど
被
害
状
況

７
月
末
現
在

・
振
り
込
め
詐
欺
・
振
り
込
め
類
似

詐
欺

　
　
件
数　
　

０
件

　
　
被
害
額　

０
円

今
年
、
浜
田
市
内
で
の
特
殊
詐
欺

な
ど
の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、い
つ
、誰
に
詐
欺
電
話
が
か
か
っ

て
く
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
自
分
は

大
丈
夫
と
油
断
せ
ず
、
少
し
で
も
怪

し
い
と
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
家
族
・

友
人
や
、
最
寄
り
の
警
察
署
・
交
番

な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
か
ら
、「
は
ま
だ
を
明

る
く
照
ら
し
隊
」
が
中
心
と
な
り
、

島
根
県
立
大
学
で
キ
ャ
ン
ド
ル
を
点

灯
す
る
「
は
ま
だ
灯
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
も
未
来
へ
向
け
て
安

全
で
明
る
い
地
域
を
市
民
一
人
ひ
と

り
が
考
え
る
と
と
も
に
、
平
成
21
年

の
事
件
で
犠
牲
と
な
っ
た
島
根
県
立

大
学
生
へ
の
追
悼
の
意
を
捧
げ
る
こ

と
を
目
的
に
は
ま
だ
灯
２
０
１
８
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
26
日
㈮ 

午
後
５
時
30
分

場
所　
島
根
県
立
大
学
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
・
学
生
会
館
）

内
容

・
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
発
表

・
キ
ャ
ン
ド
ル
点
灯
式

・
島
根
県
立
大
学
合
唱
サ
ー
ク
ル
に

よ
る
公
演

問
合
せ　
は
ま
だ
を
明
る
く
照
ら
し

隊　
笹
部
さ
ん　
☎
�
０
９
３
３

問合せ　
安全安心推進課防災安全係　☎�９１２２

ダム浜田の
知ってほしい

は
ま
だ
灯と

も
し２
０
１
８

い
の
ち
と
安
全
安
心
の
日

犯
罪
発
生
状
況



キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
＆
ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定

浜
田
開
府
四
百
年
に
ま
つ
わ
る
コ
ラ
ム
を

連
載
し
ま
す

事
業
の
基
本
方
針

は
じ
め
に

　
　
～
浜
田
開
府
四
百
年
の
基
本
理
念
～

コ
ラ
ム
①　
﹁
浜
田
開
府
﹂
四
百
年
祭
に
込
め
る
想お

も

い

歴
史
的
な
見
地
に
立
つ
と
、「
浜
田
開
府
」
と
い
う
言
葉
は

正
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
元
和
五
年
（
一
六
一
九
年
）、
今
か

ら
四
百
年
前
に
幕
領
・
銀
山
料
と
津
和
野
藩
の
間
に
あ
る
浜
田

と
い
う
地
に
、新
た
に
設
置
さ
れ
た
の
は
あ
く
ま
で「
浜
田
藩
」

だ
か
ら
で
す
。

し
か
し
、「
藩
」と
い
う
の
は
当
時
の
行
政
区
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

現
在
の
浜
田
市
は
、
平
成
一
七
年
一
〇
月
一
日
に
旧
浜
田
市
、

旧
金
城
町
、
旧
旭
町
、
旧
弥
栄
村
、
旧
三
隅
町
の
五
市
町
村
の

合
併
に
よ
り
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
地
域
は
、
お
よ
そ
千
三
百

年
前
の
国
司
時
代
か
ら
綿
々
と
歴
史
を
紡
い
で
お
り
、
城
と
港

を
中
心
と
し
た
四
百
年
前
に
行
わ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
が
基
礎
と

な
っ
て
と
も
に
発
展
し
て
き
た
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
江
戸
時
代
に
限
ら
ず
に
、
浜
田
市
全
体
で
、

開
府
四
百
年
を
き
っ
か
け
に
浜
田
の
歴
史
・
文
化
を
振
り
返

り
、
次
の
百
年
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
想
い
を
込
め
て

「
浜
田
開
府
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。（
小
川
）

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

﹁
時と

き代
を
超
え
て　
明あ

す日
に
つ
な
ぐ

四
〇
〇
年
に
想
う
未
来
︱
新
た
な
浜
田
の
物
語
﹂

▼　
歴
史
的
な
節
目
を
機
に
、
積
み
上
げ
て
き
た
時
間
に
思
い

を
馳
せ
、
浜
田
で
暮
ら
す
こ
と
へ
の
誇
り
と
喜
び
を
郷
土
愛

の
醸
成
に
つ
な
げ
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
橋
渡
し
と
し

て
、
浜
田
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
き

た
い
!!　
と
い
う
浜
田
開
府
四
百
年
祭
を
祝
う
目
的
と
想
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク

▼　
積
み
上
げ
て
き
た
歴
史
（
文
化
・

想
い
）
を
浜
田
城
跡
地
で
目
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
石
段
・
石
垣
の
モ

チ
ー
フ
で
表
現
。
上
部
に
は
市
の
花

「
つ
つ
じ
」
を
あ
し
ら
い
、
よ
り
良

い
未
来
が
花
開
く
よ
う
願
い
を
込
め

ま
し
た
。

▼　
円
形
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
デ
ザ
イ
ン
は
、
浜
田
の
人
々
の

や
さ
し
さ
、
過
去
か
ら
未
来
へ
の
つ
な
が
り
、
浜
田
藩
領
、

津
和
野
藩
領
を
越
え
た
五
自
治
区
の
一
体
感
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
（
縁
）
を
想
起
さ
せ
ま
す
。

１
．
歴
史
・
文
化
の
再
認
識
と
次
世
代
へ
の
継
承

開
府
四
百
年
を
契
機
に
、
浜
田
の
歴
史
や
文
化
を
振
り
返

り
、
郷
土
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
浜
田
の
次

の
百
年
を
担
う
世
代
に
継
承
し
、
更
な
る
発
展
を
考
え
る
機
会

と
し
ま
す
。

２
．
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
拡
大

　
四
百
年
の
時
を
経
る
中
で
い
た
だ
い
て
き
た
ご
縁
や
絆
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
次
の
百
年
に
向
け
て
ご
縁
を
深
め
ま
す
。

ま
た
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
よ
り
、
交
流
人
口
・
関
係
人

口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

其
の
一

　
浜
田
藩
は
、
元
和
五
年
（
一
六
一
九
年
）
に
伊
勢
国
松
坂
か

ら
浜
田
に
転
封
し
た
初
代
藩
主
・
古
田
重
治
公
に
よ
っ
て
開

か
れ
ま
し
た
。

其
の
二

　
現
在
の
浜
田
市
へ
つ
な
が
る
浜
田
藩
領
と
津
和
野
藩
領
は
、

城
下
町
の
建
設
や
港
の
整
備
に
よ
っ
て
、
経
済
・
社
会
が
と

も
に
発
展
し
ま
し
た
。

其
の
三

　
平
成
三
一
年
（
二
〇
一
九
年
）
は
浜
田
藩
が
成
立
し
て
か
ら

四
百
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
す
。

其
の
四

　
開
府
四
百
年
を
き
っ
か
け
に
、
み
ん
な
で
ま
ち
の
ル
ー
ツ
を

探
り
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
育
み
ま
し
ょ
う
。

はまだ先生

えびすくん
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松江

松江藩銀山料

浜田
浜田藩領

津和野藩領

大森
（石見銀山）

浜田

津和野
津茂村 銀山料

浜田藩領
津和野藩領

大林村
久喜村

五ヶ所村

日原村
畑ヶ迫村
十王堂村
中木屋村
石ヶ谷村

現在の浜田市域は、
浜田藩と津和野藩が
入り組んでいたよ。

でもそれって旧那賀郡は
関係ないんじゃない！？

たしかに旧那賀郡の多くは津和野藩領だっ
たけど、浜田藩の城下町ができ、港が整備
されて一緒に発展していったんだよ。津和
野藩領の人たちも農作物などを城下町に売
りに行ったり、つくった「たたら」や「和
紙」などを外ノ浦の港などから各地に積み
出していた。お金の代わりの藩札も、両藩
のものが共通で使えたんだよ。

開府400年祭って
どんなことをするの？

これまでの400年を振り返っ
て、市民の郷土への愛着と誇
りを高め、次の世代へバトン
タッチするために、浜田の更
なる発展を考える機会にした
いね。また浜田へ多くの人に
来てもらえるような仕組みを
考えているよ。

そもそも400年前に
何があったのですか？

　
来
年
ニ
〇
一
九
年
は
、
浜
田
藩
が
開
か
れ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
四
百
年
目
を

む
か
え
る
「
浜
田
開
府
四
百
年
」
の
節
目
の
年
で
す
。

　
皆
さ
ん
に
、
浜
田
開
府
四
百
年
事
業
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今から400年前、江戸時代の
始めごろ松坂から浜田にお殿
様がやってきて浜田藩が開か
れたんだ。お殿様はお城や城
下町をつくって、今の浜田の
まちの礎を築いたんだよ。

ち
ょ
っ
と
難
し
い
の
で
、

は
ま
だ
先
生
が
解
説
し
ま
す
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対
象
と
な
る
商
品
な
ど

市
内
に
所
在
す
る
事
業
所
に
お
い
て
製
造
、
提
供
さ
れ
て
い

る
次
に
掲
げ
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
う
ち
、「
浜
田
開
府

四
百
年
祭
」
の
趣
旨
に
沿
う
も
の
。

（
例
：
開
府
四
百
年
祭
記
念
事
業
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
し
た

商
品
、
商
品
価
格
が
４
０
０
円
の
商
品
や
４
０
０
０
円
の
料
理

コ
ー
ス
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）

⑴　
市
内
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
、
又
は
浜
田
港
で
水
揚
げ
さ

れ
た
海
産
物
な
ど

⑵　
⑴
を
原
料
と
す
る
加
工
品
な
ど
、
又
は
市
内
で
加
工
・
製

造
さ
れ
た
商
品

⑶　
⑴
又
は
⑵
を
主
な
食
材
と
し
て
い
る
料
理
、
又
は
そ
の
料

理
を
使
っ
た
料
理
コ
ー
ス

⑷　
市
内
で
提
供
さ
れ
る
人
的
サ
ー
ビ
ス

※　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
浜
田
の
ま
ち
づ
く
り
・
人
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
浜
田

開
府
四
百
年
記
念
プ
レ
講
演
・
座
談
会
の
第
４
弾
を
開
催
し
ま

す
。

日
時　
11
月
17
日
㈯　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　
島
根
県
立
大
学
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

講
演
（
演
題
・
講
師
）

　
　
　
「
城
下
町
浜
田
の
要
―
浜
田
城
を
探
る
―
」

　
　
　
堀
田
浩
之
さ
ん
（
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
館
長
補
佐
）

　
　
　
「
浜
田
の
ま
ち
と
教
育
」

　
　
　
久
保
田
章
市
（
浜
田
市
長
）

座
談
会

・
パ
ネ
ラ
ー

　
　
　
堀
田
浩
之
さ
ん
（
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
館
長
補
佐
）

　
　
　
岩
町
功
さ
ん
（
石
見
郷
土
研
究
懇
話
会
会
長
）

　
　
　
隅
田
正
三
さ
ん
（
浜
田
市
文
化
財
審
議
会
委
員
長
）

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
久
保
田
章
市
（
浜
田
市
長
）

中
学
生
か
ら
大
人
ま
で
、
浜
田
の
四
百
年
に
つ
い
て
楽
し
く

学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
Ｑ
＆
Ａ
形
式
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し

ま
し
た
。
10
月
１
日
㈪
か
ら
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

配
布
場
所　
・
市
役
所
本
庁
舎
４
階　
開
府
４
０
０
年
推
進
室

　
　
　
　
　
・
各
支
所
産
業
建
設
課

対
象
と
な
る
事
業

「
浜
田
開
府
四
百
年
祭
」
の
趣
旨
に
沿
う
事
業
で
、
記
念
事

業
実
施
期
間
（
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
32
年
３
月
31
日

ま
で
）
に
行
わ
れ
る
事
業
を
対
象
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

⑴　
特
定
の
政
治
、思
想
、宗
教
な
ど
の
活
動
と
認
め
ら
れ
る
も
の

⑵　
法
令
や
公
序
良
俗
に
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

⑶　
記
念
事
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
も
の

⑷　
私
的
な
営
利
を
目
的
と
す
る
も
の

⑸　
そ
の
ほ
か
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の

※　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

講
演
・
座
談
会
を
開
催
し
ま
す

開
府
四
百
年
に
ち
な
ん
だ
協
賛
商
品
を

つ
く
り
ま
せ
ん
か

後
援
事
業
を
募
集
し
て
い
ま
す

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た

Facebookでも
情報発信中
hamadakaihu400

☎�９２２８　ＦＡＸ�４０４０☎☎��９２２８　９２２８　ＦＡＸＦＡＸ���４０４０４０４０
浜田開府４００年祭実行委員会事務局
（観光交流課　開府４００年推進室）

専用ホームページ
開設しました

Instagram
はじめました

hamada400.jp hamada_kaihu400

提案方法　
　有料広告企画提案書に必要事項を記入の上、
必要書類を添付して提案してください。
※　募集要項及び企画提案書は、市役所本庁舎

２階行財政改革推進課にあります。市ホーム
ページからダウンロードもできます。

※　提案に際しては、事前協議が必要です。
募集期間
　10月１日㈪～11月30日㈮
受付期間
　11月１日㈭～30日㈮

「契約管理課」を新設し、総務課の「入札管
理係」を移管します。また、「経理契約係」を
新設します。
・入札関係の届出、手続など
　契約管理課入札管理係

　医療保険課に「賦課給付係」を新設し、税務
課で行っていた国民健康保険料の賦課に関する
業務を移管します。
・国民健康保険料の賦課

（保険料の決定、変更や減免の相談など）
　医療保険課（１階⑥番窓口）
・国民健康保険料の納付相談
　税務課（２階⑰番窓口）

契約管理課を新設

消防本部の組織変更

問合せ　医療保険課賦課給付係　☎�９４１３

医療保険課に「賦課給付係」

　浜田消防署に「救助第一係」・「救助第二係」
を新設し、警防課救急救助係から救助に関する
業務を移管します。これに伴い、警防課「救急
救助係」を「救急企画係」に名称変更します。

問合せ　消防本部総務課庶務係　☎�０１１９

　「西部消防署三隅出張所」を「西部消防署」
に統合し、「三隅第一係」・「三隅第二係」を新
設します。

提案型の有料広告を募集します（第３回）

浜田市行政組織の一部が変わります

　市では、新たな財源の確保や市民サービスの
向上に向けて、民間企業などの自由な発想やア
イディアを活

い

かして、市が保有する財産などに
広告を掲載する企画提案を募集します。

募集する企画提案
　提案者自らが、広告主又は広告代理店となっ
て広告を掲載しようとするもの
広告掲載の対象物
　市が保有する財産（施設・公用車ほか）、印
刷物など
※　印刷物・消耗品などの現物提供も含みます。
企画提案できる方
・市内に営業所などがある民間企業・団体
・市内に住所がある人
広告の掲載期間　
　最長３年（月単位も可）
広告掲載料
・年額の場合　６万円以上（税込み）
・月額の場合　５千円以上（税込み） 市公用車リアガラスを利用した広告

第１回有料広告事例

書類提出先・問合せ
行財政改革推進課行革推進係　☎�９１０１

問合せ　契約管理課入札管理係　☎�９１４１

10月１日から

12月１日から
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総務費
17.4％

民生費
27.5％

衛生費
8.1％

農林水産業費
6.8％

商工費　2.5％

土木費
8.1％

消防費　3.5％

教育費
7.3％

公債費
16.4％

その他　2.4％

歳出総額　　3₈2億1，₆₄₄万円

特別会計・公営企業会計

分
担
金
及
び
負
担
金 

1.2
％

市税
19.1％

繰入金　5.3％

その他
9.1％

地方交付税
31.9％

国県支出金
17.5％

地方債
10.4％

その他　3.2％

使
用
料
及
び
手
数
料 

1.4
％

地
方
譲
与
税 

0.9
％

依
存
財
源 

63.9
％

自
主
財
源 

36.1
％

※１

※２

歳入総額　　3₈7億31₆万円

　平成29年度の一般会計決算状況は、歳入決算額が387億316万円（対前年度比1．4％減）、歳出決
支で4億5，858万円の剰余金が生じました。引き続き高い水準で推移する社会保障関係経費（民生
行財政改革実施計画を着実に推進し、持続可能な財政体質の確立に努める必要があります。

【歳出】区　　　分 具体的な内容決　算　額
総　務　費 庁舎の管理・徴税・地域振興などに使いました。66億3，551万円
民　生　費 子育て支援・高齢者や障がいのある人への支援・生活保護など

に使いました。105億2，659万円
衛　生　費 ごみ処理や火葬場の維持・病気の予防・環境保全などに使いま

した。30億8，434万円
農林水産業費 農業や林業・漁業の振興などに使いました。26億407万円
商　工　費 商業や工業・観光の振興・企業誘致などに使いました。9億3，487万円
土　木　費 道路や河川・公園・住宅の整備などに使いました。31億391万円
消　防　費 消火活動・救急救命などに使いました。13億4，666万円
教　育　費 小中学校・幼稚園・公民館の運営・文化財保護・生涯学習など

に使いました。27億7，707万円
公　債　費 借金の返済に使いました。62億7，002万円
そ　の　他 議会の運営・災害復旧・勤労青少年ホームの運営などに使いま

した。9億3，340万円

　○翌年度繰越金　　 2，₈1₄万円 … 平成30年度に延長して行う事業に充てられます。
　○剰余金　　　　₄億５，₈５₈万円 …　「財政調整基金」に積立てるほか翌年度の自主財
　　　　　　　　　　　　　　　　　源として活用します。

【内訳】

　浜田市の会計には、一般会計のほか、特定の収入で
支出を賄う特別会計が９あります。また、地方公営企
業法の適用を受け、独立採算制を原則とした水道事
業、工業用水道事業の公営企業会計があります。

■特別会計 （単位：千円）
会　計　名 歳　入 歳　出

国民健康保険 事 業 勘 定 7，778，885 7，513，221
直 診 勘 定 250，472 250，472

駐 車 場 事 業 40，512 37，616
公 設 水 産 物 仲 買 売 場 18，149 15，628
公 共 下 水 道 事 業 758，070 758，021
農 業 集 落 排 水 事 業 655，844 655，733
漁 業 集 落 排 水 事 業 48，655 48，649
生 活 排 水 処 理 事 業 55，860 55，833
簡 易 水 道 事 業 1，275，504 1，272，965
後 期 高 齢 者 医 療 830，874 813，331

■公営企業会計 （単位：千円）
会　計　名 歳　入 歳　出

水 道 事 業 収益的収支 1，148，915 1，036，668
資本的収支 92，985 413，364

工業用水道事業 収益的収支 132，738 115，474
資本的収支 3，402 16，815

算額は382億1，644万円（対前年度比1．0％減）、翌年度へ繰り越す財源2，814万円を除いた実質収
費）とともに、平成29年７月豪雨災害復旧事業の影響で厳しい財政運営となっています。今後も

【歳入】

問合せ　財政課財政係　☎�９２１０

区　　　分 具体的な内容決　算　額

自
主
財
源

市　　　税 皆さんが納めた税金です。市民税・固定資産税・軽自動車税・
たばこ税・入湯税があります。73億9，908万円

分担金及び負担金 特定のサービスを受ける人に負担してもらったお金です。保育
料・福祉施設入所負担金などがあります。4億5，444万円

使用料及び手数料 市の施設の使用料や、住民票の発行手数料などです。5億6，103万円
繰　入　金 基金（市の預金）を取り崩したり、特別会計（次ページ下段参照）

から移し入れたお金です。20億4，936万円
そ　の　他 預金利子や市の貸付けの返済金・事業受託収入・寄附金などが

あります。35億2，447万円

依
存
財
源

地方譲与税 国が徴収した揮発油税や自動車重量税などのうち、一定基準が
市に配分されます。3億4，885万円

地方交付税 市税収入の少ない市でも、市民に一定水準のサービスが行えるよう、国から
交付されるお金です。所得税や法人税・消費税・酒税などを配分しています。123億3，021万円

国県支出金 市が行う事業に対し、国や県が補助したり負担するお金です。67億9，171万円
地　方　債 多額の経費がかかる事業（道路改修や災害復旧など）を行うた

めに、国や銀行から借りたお金です。40億1，843万円
そ　の　他 地方消費税交付金・交通安全対策特別交付金・地方特例交付金・

自動車取得税交付金・配当割交付金などがあります。12億2，558万円
※１　自主財源：浜田市が自らの権限で調達できる収入のことです。
※２　依存財源：国や県により交付されたり、割り当てられたりする収入や、政府・銀行

などから借り入れた収入のことです。

浜田市の財政指数

指数名 内　　容 平成29年度
算定結果

財政健全化法
早期健全化

基準
財政再生

基準
実質赤字比率 １年間の標準的な収入と比較した、一般会計

の赤字額の割合です。 － 12．46% 20．00%

連結実質赤字比率 １年間の標準的な収入と比較した、特別会計や公営企業
会計を含む全ての会計を合算した赤字額の割合です。 － 17．46% 30．00%

実質公債費比率
（３か年平均）

１年間の標準的な収入と比較した、一般会計
が負担する借金などの返済額の割合です。 10．1% 25．0% 35．0%

将来負担比率 １年間の標準的な収入と比較した、将来一般
会計が返済する借金などの負担割合です。 72．3% 350．0% －

支　出 市の性質別区分 金　額
食費 人件費 ４万９千円
光熱水費・日用雑貨代 物件費 ３万４千円
医療費・保育料など 扶助費 ５万６千円
ローンの返済金 公債費 ５万２千円
子どもへの仕送り 繰出金 ３万４千円
家の増築費・新車購入 普通建設費・災害復旧費 ４万２千円
町内会費・ご祝儀など 補助費など ２万９千円
定期預金 積立金 １万７千円
家や車の修理代・友
人ヘ貸したお金

維持補修費・貸付金・
投資及び出資金 ５千円

支　出　合　計 31万８千円

収　入 市の性質別区分 金　額
給料 市税 ６万２千円
家賃収入 使用料及び手数料など ３万８千円
預金の取崩し 繰入金 １万７千円
親からの援助 地方交付税・地方譲与税など 11万６千円
兄弟からの援助 国県支出金 ５万６千円
借金 地方債 ３万３千円

収　入　合　計 32万２千円
　収入合計から支出合計を差し引いた金額は、毎月約４千円、
１年で約４万９千円となりました。そのうち、約３千円を翌
年度に持っていき、残った約４万６千円を「財政調整基金」
銀行などに預金しました。

※　決算額（一般会計）を１万分の１に縮小し、さらに12分の１にして１か月分の家計簿風にしてみると…

分庁舎整備事業
（事業費2億8，360万円）

上府コミュニティー防災センター整備事業
（事業費1億1，000万円）

 平成2₉年度に実施した事業 

平成29年度浜田市決算

 歳入歳出差引額　₄億₈，₆72万円 

状況をお知らせします

浜田さん家の１か月分の家計簿を見てみましょう
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島根あさひ社会復帰促進センターで取り

組まれている東京都豊島区の再生自転車

が、市に寄贈されました（８月３日）

金城町ぶどう生産者協議会から、ピオー
ネの本格出荷の報告を受けました
（８月₂₀日）

全国中学校体操競技選手権大会が県立体
育館（竹本正男アリーナ）で開催され、
開会式に出席しました（８月₂₀日～₂₂日）

弥栄ふるさとまつりに出席しました
（８月₁₅日）

浜田市坂根正弘奨学金の奨学生に認定通
知書を交付しました（８月₁₁日・₃₀日）

石州浜っ子夏まつりに出席しました
（８月４日）

浜田開府₄₀₀年祭実行委員会に出席しま
した（８月₁₀日）

はまだ市民福祉大会に出席しました
（８月₂₅日）

人権・同和問題を考える女性の集いに出
席しました（８月₂₆日）

中国の寧夏大学外国語学院日本語学科の
皆さんが表敬訪問されました
（８月₂₇日）

７月に発生した西日本豪雨災害で被害に遭われた熊野町（広島県）を訪問し、義援金を渡しました（８月₃₁日）

島根県知事などに、主要地方道の改良や
矢原川ダム建設の促進について要望活動
を行いました（８月₃₁日）

地
域
井
戸
端
会

〜
市
民
と
議
員
で
共
に
考
え
る
〜
を

　
　

　開
催
し
ま
す

全国大会出場おめでとうございます
　全国大会での入賞報告や全国大会への出場報告の
ため市役所を訪問された皆さんをご紹介します。

全日本少年少女空手道選手権大会
（東京都：８月４日・５日）

森田蒼士さん
（石見小１年）

大田和奈さん
（長浜小５年）

佐々岡陽聡さん
（長浜小３年）

全国小学生陸上競技交流大会
（神奈川県：８月17日・18日）

全国中学校体操競技選手権大会
（浜田市：８月20日～22日）

牛尾壮太さん
（国府小６年）

江川優月さん
（雲城小６年）

佐々木悠里さん
（石見小６年）

　
浜
田
市
議
会
で
は
、
地
域
井
戸
端
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
地
域
に
対
す
る
思
い
や
暮
ら

し
の
中
に
あ
る
課
題
を
持
ち
寄
っ
て
、
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
議
員
一
同
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
心
か
ら

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
・
場
所

　
10
月
22
日
㈪　

　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

　
・
上
府
自
治
公
民
館

　
・
老
人
憩
い
の
家
（
杵
束
公
民
館
）

　
10
月
23
日
㈫

　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

　
・
石
見
公
民
館

　
・
長
浜
公
民
館

　
10
月
24
日
㈬

　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

　
・
美
川
公
民
館

　
・
旭
支
所

　
10
月
25
日
㈭

　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

　
・
今
福
公
民
館

　
・
三
隅
公
民
館

問
合
せ　
議
会
事
務
局

　
☎
�
９
８
０
０

男子団体 女子団体男子個人

岡本想さん
（第一中３年）

森舜葉さん
（第一中３年）

横田晃成さん
（旭中３年）

勝田大夢さん
（第一中３年）

田中亜季さん
（第一中１年）

中島梓さん
（第一中２年）

野津侑矢さん
（旭中２年）

福田猛斗さん
（旭中１年）

写真左から 写真左から

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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無事を祈って見送る家族や関係者

ステージイベントや花火を楽しむ

８月15日㈬、浜田漁港で、沖合底曳網漁船の祈願祭と出漁式
が行われました。これは、６月から２か月半の休漁期間を終え
初めて出漁するこの時期に、安全操業と大漁を祈願し毎年行わ
れているものです。

祈願祭の後、船員たちは大漁旗を掲げた漁船に乗り込み、５
船団10隻がノドグロやカレイなどを獲りに出漁しました。岸壁
では、無事を祈る家族や関係者たちが、漁船と結ぶ色とりどり
の紙テープを持ち「いってらっしゃい」と大きな声をかけなが
ら、手を振り見送りました。

８月14日㈫、美川夏まつりが第四中学校前周布川河川敷で行
われました。これは、地域の活性化と、お盆を地元で過ごす帰
省客と地元の人との交流を目的に実行委員会が企画し、今年で
36回目の開催になりました。

ステージでは、地元で結成したチームによるキッズダンスや
よさこい、浜田ＰＲ大使の山崎ていじさんによる歌謡ショー、
石見神楽などが行われ、会場を盛り上げました。また、恒例と
なった打ち上げ花火約300発が夜空を彩り、約2100人の来場者
でにぎわいました。

ノドグロ・カレイの大漁を願って
～ 沖合底曳網漁船祈願祭・出漁式 ～

はまだ

夜空を彩る打ち上げ花火
～ 美川夏まつり ～

はまだ

祭りを楽しむ来場者

石州和紙で作った灯ろうを流す

８月12日㈰、井野の夏まつりが井野公民館で行われました。
この祭りは、今回で４回目となります。世代の枠を超え、帰省
中の皆さんや地域で暮らす仲間同士が語り合える祭りにしたい
と、若手有志らでつくる「井野端委員会」が企画したものです。

当日は、いのっ子の和太鼓演奏や上今明田ばやし保存会の田
ばやし、手漉き和紙体験、打上げ花火、最後に恒例の「お楽し
み抽選会」があり約380人の来場者でにぎわいました。

また、この祭りに併せて旧井野中学校卒業生の同窓会も行わ
れ、ふるさとの絆を感じる一日となりました。

８月12日㈰、石州和紙灯ろうまつりが三隅川河口で開催され
ました。これは、昭和58年に県西部を襲った ｢58豪雨｣ から30
年を迎え、犠牲者を追悼するために三保公民館を中心とした実
行委員会が三隅川精霊流しを企画したものです。

当日は、慰霊祭を行った後、灯ろう約500個を三隅川に流し
ました。この灯ろうは、事前に灯ろうづくりのワークショップ
で、石州和紙に絵や文字を描いたりして製作したものです。

訪れた人が見守る中、石州和紙の灯ろうが静かな川面を照ら
し波に揺れながらゆっくりと流れて行きました。

ふるさとの絆を感じる祭り
～ 井野の夏まつり ～

みすみ

ふるさと縁の輪をつくろう
～ 石州和紙灯ろうまつり ～

みすみ

非常食や保存食を作る

ホールインワンを狙って

８月31日㈮、「非常食・保存食を作ってみよう」が弥栄会館
で行われました。これは、災害時用に備える「食」をテーマに、
災害時に「いつも通りの食べ慣れた食事」、「おいしい食事」を
早い段階で食べられるように地域の皆さんに考えていただくた
めに市が企画したものです。

当日は、「いつも通りの食事」を摂ることの重要性などの座
学のあと、缶詰を夏野菜と一緒にスープにしたり、保存食とな
る味噌玉を作ったりしました。参加者は、できたスープなどを
試食し、「簡単に、おいしくできた」と話していました。

８月18日㈯・19日㈰の２日間、あさひライジングサンスポー
ツ王国が旭公園で行われました。このイベントは、スポーツを
とおして地域の活性化と交流の輪を広げようと、あさひライジ
ングサンスポーツ王国実行委員会が毎年開催しているものです。

18日㈯は、グランドゴルフ大会と雪合戦大会「夏の陣」が行
われました。19日㈰は、社会人野球旭自治区長杯が行われ、青
空の下、熱い戦いが繰り広げられました。また、地元商工会青
年部によるバザーも出店され、夏のイベントを盛り上げました。

災害時にいつもの食事を！
～ 非常食・保存食を作ってみよう ～

やさか

思い思いのスポーツを楽しむ
～ あさひライジングサンスポーツ王国 ～

あさひ

　

夏の星座を探す参加者

地元グループによる花笠踊り

８月18日㈯、くもぎっこよりどり夏休み体験が開催され、子
どもや保護者約70人が参加しました。

これは、夏休みに沢登り、馬と環境学習、星空観察の体験を
することで、子どもたちに自然について興味を持ってもらおう
と雲城小の保護者と雲城公民館が企画したものです。

星空観察では、きんた農園に25人が集まり、三隅の星を観る
会の金本晶さんを講師に迎え、夏の星座や星を観察しました。
参加者は、「天候もよく星がたくさん見えました。月のクレー
ターがくっきりと見えて感動しました」と話していました。

８月15日㈬、弥栄ふるさとまつりが、弥栄支所前イベント広
場で行われました。このまつりは、お盆を地元で過ごす帰省客
と地元の人との交流を目的に毎年開催しているものです。

当日は、時折雨が降り、中止になったアトラクションもあり
ましたが、地元グループによる踊りや浜田ＰＲ大使の山崎てい
じさんの歌謡ショー、石見神楽などが上演され盛り上がりまし
た。また、地元集落による加工品の販売などもあり、まつりを
楽しむ多くの人でにぎわいました。

土星の輪が見えたよ！
～ くもぎっこよりどり夏休み体験 ～

かなぎ

老若男女が集う弥栄の一大イベント
～ 弥栄ふるさとまつり ～

やさか
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まちのわだい
安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

とよたかずひこさんによる紙芝居

激流を登る子どもたち

８月11日㈷、絵本作家のとよたかずひこさんによる絵本ライ
ブが中央図書館で行われました。これは、開館５周年を迎えた
中央図書館の記念イベントとして、しまね子ども読書フェス
ティバルin浜田実行委員会が企画したものです。

「はい、タッチ」や「ももんちゃん」シリーズなど、とよた
さん本人による紙芝居や絵本の読み聞かせ、サイン会などが行
われ、参加した親子など約120人が楽しみました。

参加者は、「とよたさんに気さくに話しかけてもらえて、夏
のいい思い出になりました」と話していました。

８月５日㈰、久佐公民館主催の「ふるさと遊楽校沢登り親子
体験」が若生まなびや館周辺で開催され、久佐地区の親子約30
人が参加しました。

この催しは、沢登り体験や若生の豊かな自然を体で感じ、親
子や地域の人との交流を図ることを目的に、久佐公民館が企画
しました。

当日は、いくつもの難所がある沢登りに親子で挑戦し、ゴー
ルの滝では絶景に感動した親子から歓声があがりました。　

中央図書館５周年記念イベント
～ とよたかずひこ絵本ライブ ～

はまだ

流しそうめんをみんなで楽しみました

おいしい物を食べながら交流を楽しむ

８月３日㈮、あさひわんぱくＤａｙキャンプが都川公民館周
辺で行われ、小学生47人が参加しました。これは、キャンプを
通じて子どもたちは協力の精神や礼儀作法などを学び、友だち
や地域の人と楽しく活動して夏の思い出づくりをしてもらおう
と、旭自治区公民館連絡協議会などが毎年行っているものです。

当日は、中学生や地域ボランティアにも協力してもらい、川
遊びや水風船を使ったゲームを楽しみ、飯ごう炊さんなどに挑
戦しました。夕食後は地区の12軒の民家で、もらい湯を体験し、
地域の人との交流を深めました。

７月28日㈯、南高台ふれあい交流夏祭りがビジターセンター
周辺で行われました。この催しは、島根あさひ社会復帰促進セ
ンター内の南高台自治会員と地域住民の交流の場にしてもらお
うと、四つ葉振興会が毎年開催しているものです。

祭りでは、センター職員による唐揚げ・焼鳥・かき氷などの
模擬店や、射的・ヨーヨー釣りなどのゲームコーナーもあり、
子ども連れなど多くの人でにぎわいました。また、ステージや
周辺では、田ばやしや石見神楽、センター職員などによるバン
ド演奏も行われ、会場は大いに盛り上がりました。

親子で若生の自然を満喫
～ ふるさと遊楽校沢登り親子体験 ～

かなぎ

夏の思い出づくり
～ あさひわんぱくＤａｙキャンプ ～

あさひ

安
全
安
心

11
月
₁
日
㈭
か
ら
21
日
㈬
ま
で
の
21

日
間
「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
運

動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す

　
県
内
で
の
交
通
死
亡
事
故
を
み
る

と
、
そ
の
多
く
が
高
齢
者
が
犠
牲
と

な
っ
て
い
る
事
故
で
す
。

　
浜
田
市
内
に
お
い
て
も
、
こ
こ
数

年
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
は
、
高

齢
者
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
全
て
の
市
民
が
、
高
齢
者
の
身
体

機
能
や
運
転
特
性
に
関
す
る
認
識
と

高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う

理
解
を
深
め
、
高
齢
者
に
対
す
る
思

い
や
り
の
あ
る
運
転
な
ど
を
励
行
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
高
齢
者
自
身
も

身
体
機
能
の
変
化
を
認
識
し
た
安
全

運
転
や
安
全
行
動
の
実
践
を
習
慣
付

け
る
こ
と
で
交
通
事
故
防
止
を
図
り

ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

①
反
射
材
着
用
の
推
進

②
道
路
横
断
時
の
安
全
確
認
の
徹
底

と
横
断
歩
行
者
の
保
護

③
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
ス
ピ
ー
ド

ダ
ウ
ン
の
徹
底

④
高
齢
運
転
者
対
策
の
推
進

　
日
没
が
早
ま
り
、
交
通
事
故
の
増

加
が
予
想
さ
れ
る
時
期
と
な
り
ま
し

た
。
益
々
の
安
全
運
転
・
安
全
行
動

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係　
☎
�
９
１
２
２

コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
交
付

を
一
時
休
止
し
ま
す

電
気
設
備
定
期
点
検
に
伴
う
庁
舎

停
電
の
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
に
設
置
し

て
あ
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か
ら
の
証

明
書
発
行
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
で
き
な
い
日
時　

　
10
月
27
日
㈯　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

問
合
せ　
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

　
☎
�
９
４
０
０

生
活
・
環
境

本
人
通
知
制
度
に
登
録
し
ま

せ
ん
か

本
人
通
知
制
度
と
は

　
不
正
請
求
な
ど
の
個
人
の
権
利
侵

害
の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
制
度
で
す
。
事
前
に
登
録
す

る
こ
と
で
、
登
録
者
の
住
民
票
な
ど

の
証
明
書
を
本
人
の
代
理
人
や
第
三

者
に
交
付
し
た
場
合
、
そ
の
交
付
の

事
実
を
郵
送
に
よ
り
本
人
に
通
知
し

ま
す
。

※　
第
三
者
と
は
、
自
己
の
権
利
を

行
使
す
る
人
（
債
権
者
・
相
続
人

な
ど
）、
弁
護
士
・
司
法
書
士
な

ど
の
特
定
事
務
受
任
者
の
こ
と
で

す
。

登
録
で
き
る
人

・
浜
田
に
住
民
登
録
し
て
い
る
（
い

た
）
人

・
浜
田
市
に
本
籍
の
あ
る（
あ
っ
た
）

人
対
象
と
な
る
証
明
書

・
住
民
票
（
除
票
含
む
）
の
写
し

・
戸
籍
の
附
票
（
除
籍
含
む
）

・
戸
籍
謄
抄
本
（
除
籍
含
む
）な

ど

通
知
内
容

①
交
付
年
月
日

②
交
付
証
明
書
の
種
別
と
通
数

③
交
付
請
求
者
の
区
分
（
代
理
人
、

第
三
者
な
ど
）

登
録
方
法　
登
録
申
出
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
窓
口
に
直
接
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
市
外
に
居
住
し
て
い
る
場
合
は
、

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※　
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。
直
接

提
出
す
る
場
合
は
、
運
転
免
許
証

な
ど
の
公
的
機
関
が
発
行
し
た
顔

写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
持
っ
て
い
な
い

人
は
健
康
保
険
証
・
年
金
手
帳
な

ど
２
点
で
の
確
認
と
な
り
ま
す
。

郵
送
の
場
合
は
、
写
し
を
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。

※　
登
録
申
出
書
は
、
総
合
窓
口
課

及
び
各
支
所
市
民
福
祉
課
に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

登
録
受
付
先

・
総
合
窓
口
課

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

問
合
せ　
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

☎
�
９
４
０
０

井
戸
水
を
飲
用
し
て
い
る
皆

さ
ん
へ

井
戸
水
を
検
査
し
ま
し
ょ
う

　
安
心
し
て
井
戸
水
を
飲
む
た
め
に

井
戸
の
適
正
管
理
に
心
掛
け
、
水
質

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

井
戸
を
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う

　
井
戸
な
ど
の
水
源
や
そ
の
周
辺
を

定
期
的
に
点
検
・
清
掃
し
、
常
に
清

潔
に
保
つ
よ
う
心
掛
け
、
汚
水
や
動

物
の
排
泄
物
が
入
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

定
期
的
に
水
質
検
査
を
受
け
ま
し
ょ

う毎
日
の
検
査

　
色
・
濁
り
・
臭
い
・
味
に
つ
い
て
、

異
常
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

飲
用
に
関
す
る
こ
と
の
確
認

　

１
年
以
内
ご
と
に
１
回
、
水
質
検

査
を
受
け
、
飲
用
に
適
し
て
い
る
か

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

検
査
方
法　
島
根
県
環
境
保
健
公
社

浜
田
支
所
で
、
専
用
容
器
・
滅
菌

ビ
ン
・
水
質
検
査
依
頼
書
を
受
け

取
り
、
井
戸
水
を
採
水
後
保
冷

し
、
採
取
し
た
当
日
中
に
依
頼
書

を
添
え
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

検
査
料　
１
２
９
６
０
円

異
常
を
認
め
た
と
き
は

○
飲
用
し
て
い
る
水
に
異
常
を
認
め

た
と
き
は
、
す
ぐ
に
使
用
を
や

め
、
水
を
飲
ま
な
い
よ
う
利
用
者

な
ど
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
原
因
を
調
査
し
、
取
り
除
い
た
後

は
、
水
質
検
査
を
実
施
し
て
安
全

を
確
認
し
て
か
ら
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

・
環
境
課
施
設
管
理
係

☎
�
９
４
３
０

・
島
根
県
環
境
保
健
公
社
浜
田
支
所

☎
�
７
４
４
２

暑い夏にあつーく交流
～ 南高台ふれあい交流夏祭り ～

あさひ
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

産

業

地
域
活
性
化

２
０
１
９
年
４
月
１
日
か
ら
働
き
方

改
革
関
連
法
が
順
次
施
行
さ
れ
ま
す

①
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
導
入

さ
れ
ま
す
。

　
時
間
外
労
働
の
上
限
に
つ
い
て
、

月
45
時
間
、
年
３
６
０
時
間
を
原
則

と
し
、
臨
時
的
な
特
別
な
事
情
が
あ

る
場
合
で
も
年
７
２
０
時
間
、
単
月

１
０
０
時
間
未
満
（
休
日
労
働
含

む
）、
複
数
月
平
均
80
時
間
（
休
日

労
働
含
む
）
を
限
度
に
設
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

施
行　
２
０
１
９
年
４
月
１
日　

※　
中
小
企
業
は
、
２
０
２
０
年
４

月
１
日

②
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得
が

必
要
で
す
。　

　
使
用
者
は
、
10
日
以
上
の
年
次
有

給
休
暇
が
付
与
さ
れ
る
全
て
の
労
働

者
に
対
し
、
毎
年
５
日
、
時
季
を
指

定
し
て
有
給
休
暇
を
与
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

施
行　
２
０
１
９
年
４
月
１
日

③
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規
雇
用

労
働
者
の
間
の
不
合
理
な
待
遇
差

が
禁
止
さ
れ
ま
す
。　

　
同
一
企
業
内
に
お
い
て
、
正
規
雇

用
労
働
者
と
非
正
規
雇
用
労
働
者

（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、
有
期
雇

用
労
働
者
、
派
遣
労
働
者
）
の
間
で
、

基
本
給
や
賞
与
な
ど
の
個
々
の
待
遇

ご
と
に
不
合
理
な
待
遇
差
が
禁
止
さ

れ
ま
す
。

施
行　
２
０
２
０
年
４
月
１
日

※　
中
小
企
業
は
、
２
０
２
１
年
４

月
１
日　

詳
細
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
働
き
方
改
革
」
の
実
現
に
向
け

て
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
産
業
政
策
課
雇
用
対
策
係

　
☎
�
９
５
０
１

　

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
と
き

は
、
伐
採
す
る
場
所
に
よ
っ
て
、
法

律
で
届
出
や
許
可
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
立
木
の
伐
採
を
検
討
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

・
農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
�
９
５
１
０

・
各
支
所
産
業
建
設
課

　

１
人
で
も
労
働
者
を
雇
用
し
て
い

れ
ば
労
働
保
険
に
加
入
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

労
働
保
険
と
は　
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
を
総
称
し
た
も
の
で
、
政
府

が
管
掌
す
る
強
制
保
険
制
度
で
す
。

労
災
保
険　
労
働
者
が
業
務
中
や
通

勤
途
上
に
事
故
に
あ
っ
た
場
合
に
、

必
要
な
保
険
給
付
を
行
い
、
被
災

者
や
遺
族
の
生
活
を
保
護
し
、
あ

わ
せ
て
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
事

業
を
行
う
た
め
の
保
険
制
度
で
す
。

雇
用
保
険　
労
働
者
が
失
業
し
た
場

合
に
、
失
業
手
当
の
給
付
や
再
就

職
を
促
進
す
る
事
業
を
行
う
た
め

の
保
険
制
度
で
す
。
ま
た
、
事
業

主
へ
は
、
失
業
の
予
防
・
雇
用
機

会
の
増
大
・
雇
用
の
安
定
な
ど
に

係
る
各
種
助
成
金
制
度
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品

や
集
会
施
設
の
整
備
、
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
及
び

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
な
ど
に
対
し

大
学
な
ど
と
の
交
流
活
動
を

支
援
し
ま
す

　
大
学
な
ど
高
等
教
育
機
関
の
教
員

又
は
学
生
で
構
成
さ
れ
た
団
体
及
び

市
内
に
所
在
す
る
団
体
が
行
う
次
の

事
業
に
対
し
て
、
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
政
治
団
体
・
宗
教
団
体

が
行
う
事
業
、
営
利
を
目
的
と
す
る

事
業
は
除
き
ま
す
。

対
象
事
業　
島
根
県
立
大
学
・
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
島

根
・
浜
田
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ

ジ
・
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看

護
学
校
、
浜
田
准
看
護
学
校
の
教

員
又
は
学
生
と
市
内
に
所
在
す
る

団
体
と
が
企
画
や
運
営
段
階
か
ら

共
同
で
行
う
交
流
・
文
化
事
業

　
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
宝
く
じ
の
お
買
い

求
め
は
お
近
く
の
宝
く
じ
売
場
で
お

願
い
し
ま
す
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

５
億
円

・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

５
０
０
０
万
円

発
売
期
間　
10
月
１
㈪
～
23
日
㈫

問
合
せ　
島
根
県
市
町
村
振
興
協
会

☎
０
８
５
２
�
４
３
０
１

※　
労
働
保
険
に
関
す
る
事
務
手
続

な
ど
は
労
働
保
険
事
務
組
合
や
社

会
保
険
労
務
士
に
委
託
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

※　
事
業
主
が
労
働
保
険
の
加
入
に

必
要
な
手
続
を
行
っ
て
い
る
か
否

か
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
確
認

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
厚
生
労
働

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

島
根
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
８
５
２
⑳
７
０
１
０

補
助
金
額　

事
業
に
要
し
た
費
用

（
飲
食
代
を
除
く
）
の
４
分
の
３

以
内
の
額
で
、
１
事
業
あ
た
り
５

万
円
（
千
円
未
満
切
捨
て
）
を
限

度
と
し
ま
す
。

問
合
せ　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域

交
通
学
校
支
援
係

　
☎
�
９
２
０
１

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

「
働
き
方
」
が
変
わ
り
ま
す

労
働
保
険
の
加
入
手
続
は
お

済
み
で
す
か

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
際

は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

宝
く
じ
の
お
買
い
求
め
は

島
根
県
内
で
お
願
い
し
ま
す

10月側溝消毒予定表
日 曜 場所
1 月 相生町３・４、竹迫町
2 火 杉戸町、笠柄町
3 水 熱田町６～10
4 木 熱田町11～13
9 火 熱田町14、内田町
10 水 長浜町１～８
11 木 日脚町２～６・８・９、周布町
15 月 治和町２・３・５・６、津摩町、陽光台
16 火 唐鐘１～９
17 水 国分町１～３、唐鐘10・11、下府町４～６・８
18 木 下府町１～３・６－１、上府町伊甘
22 月 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６・８
23 火 松原町４・５・７・８、 殿町1・６～８
24 水 殿町１～５、 田町２～５
25 木 田町１、琵琶町、朝日町１～６・９・10
29 月 朝日町１～４・６～８、牛市町、紺屋町２～５
30 火 紺屋町２・３、天満町、新町、錦町
※　週４日（月～木曜日）の作業です。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日に実施す

ることがあります。
　　　（環境課くらしと環境係　☎�９４２０）

浜
田
市
消
費
生
活
相
談
員
に

よ
る
出
前
講
座
を
利
用
し
て

み
ま
せ
ん
か

　
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
、
拡
大

防
止
を
図
る
た
め
、
地
域
の
勉
強
会

な
ど
に
浜
田
市
消
費
生
活
相
談
員
を

講
師
と
し
て
派
遣
し
ま
す
。
高
齢
者

サ
ロ
ン
、
グ
ル
ー
プ
の
学
習
会
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
、
職
場
の
研
修
な
ど

に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
催
会
場　
市
内
に
限
り
ま
す
。
会

場
の
手
配
は
、
主
催
者
側
で
お
願

い
し
ま
す
。

派
遣
日
時　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

ま
で
の
間
で
、
土
日
、
祝
日
は
問

い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
年
末
年
始

（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）
は
除

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
の
ご
み
の
出
し
方
に
注

意
を
し
て
く
だ
さ
い

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は

「
公
証
週
間
」
で
す

「
２
０
１
８
年
漁
業
セ
ン
サ
ス
」

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

浄
化
槽
を
適
正
に
管
理
し
ま

し
ょ
う

平
成
31
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
公
正
証
書
は
、
法
務
大
臣
か
ら
任

命
さ
れ
た
法
律
の
専
門
家
で
あ
る
公

証
人
が
作
成
す
る
公
文
書
で
、
特
別

な
効
力
が
あ
り
、
法
的
安
心
・
安
全

の
仕
組
み
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

公
証
役
場
は
国
の
機
関
で
す

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
受
付
時
間　

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

休
日
無
料
相
談

日
時　
10
月
７
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

※　
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

場
所　
浜
田
公
証
役
場
（
い
わ
み
ー

る
２
階
）

相
談
内
容　
相
続
・
遺
言
・
任
意
後

見
・
離
婚
給
付
（
養
育
費
な
ど
）・

各
種
公
証
法
律
相
談

申
込
み
予
約
・
問
合
せ　
浜
田
公
証

役
場　
☎
�
７
２
８
１

き
ま
す
。

講
座
時
間　
１
～
２
時
間
程
度

対
象　
市
内
在
住
者
の
人
や
、
在
勤

又
は
在
学
し
て
い
る
、
５
人
以
上

の
団
体
・
グ
ル
ー
プ

費
用　
講
師
派
遣
料
は
無
料
で
す
。

会
場
使
用
料
な
ど
に
つ
い
て
は
、

主
催
者
側
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
込
方
法　
希
望
す
る
日
の
お
お
む

ね
１
か
月
前
ま
で
に
、
環
境
課
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か　
都
合
に
よ
り
、
ご
希
望

日
に
申
込
み
を
受
け
ら
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

　
☎
�
９
４
２
０

　

浄
化
槽
の
維
持
管
理
（
保
守
点

検
・
清
掃
・
法
定
検
査
）
は
管
理
者

の
義
務
で
す
。
浄
化
槽
は
微
生
物
の

働
き
に
よ
り
水
を
き
れ
い
に
し
て
い

ま
す
。
そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ

せ
る
に
は
、
定
期
的
な
保
守
点
検
や

　
平
成
30
年
11
月
１
日
現
在
（
流
通

加
工
調
査
は
平
成
31
年
１
月
１
日
現

在
）
で｢

２
０
１
８
年
漁
業
セ
ン
サ

ス｣

を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
日
本
の
漁
業
の
生

産
構
造
、
就
業
構
造
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、漁
村
、水
産
物
流
通・

加
工
業
な
ど
の
漁
業
を
と
り
ま
く
実

態
と
変
化
を
総
合
的
に
把
握
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
統
計
法
に
基
づ
い
て

５
年
ご
と
に
行
う
大
規
模
な
調
査
で

す
。
10
月
中
旬
（
流
通
加
工
調
査
は

１
月
上
旬
）
か
ら
調
査
員
が
漁
業
関

係
者
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査
票

に
漁
業
の
操
業
状
況
な
ど
の
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回

答
も
可
能
で
す
。 

　
「
漁
業
セ
ン
サ
ス
」
は
、
漁
業
の

現
状
を
知
り
将
来
を
考
え
る
た
め
の

大
切
な
調
査
で
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

問
合
せ　
情
報
政
策
課
統
計
企
画
係

　
☎
�
９
１
２
０

清
掃
を
適
切
に
行
う
ほ
か
、
毎
年
１

回
の
法
定
検
査
を
受
検
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
浄
化
槽
を
正
し
く
使
用
し
、
き
れ

い
な
川
を
み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　
島
根
県
廃
棄
物
対
策
課　

　
☎
０
８
５
２
�
５
２
６
１

　
今
年
８
月
に
浜
田
市
不
燃
ご
み
処

理
場
に
お
い
て
、
ス
プ
レ
ー
缶
類
に

よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
爆
発
事
故

が
発
生
し
、
処
理
施
設
が
損
傷
を
受

け
ま
し
た
。

　
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
中
に
、
中
身

が
残
っ
て
い
る
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ

セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
用
ガ
ス
ボ
ン
ベ
が

入
っ
て
い
る
と
、
破
砕
処
理
に
よ
っ

て
爆
発
や
火
災
が
起
き
る
恐
れ
が
あ

り
大
変
危
険
で
す
。

　
事
故
防
止
の
た
め
、
ス
プ
レ
ー
缶

類
は
次
の
と
お
り
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
中
身
を
使
い
切
る

・
ど
う
し
て
も
使
い
切
れ
な
い
場
合

に
は
「
中
身
あ
り
」
と
袋
に
張
り

紙
を
す
る

・
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
は
区
別
し
、

別
の
袋
（
透
明
又
は
半
透
明
）
に

入
れ
る

　

ま
た
、
不
燃
ご
み
処
理
場
に

直
接
搬
入

す
る
場
合

も
、
ほ
か

の
ご
み
と

混
ぜ
ず
に

分
け
て
持

ち
込
み
、

指
定
場
所
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
環
境
課
施
設
管
理
係

　
☎
�
９
４
３
０

て
助
成
を
行
い
ま
す
。

募
集
事
業

①
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業

③
青
少
年
健
全
育
成
助
成
事
業

④
地
域
づ
く
り
助
成
事
業

・
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
助
成
事
業

申
請
締
切
日　
10
月
18
日
㈭
必
着

※　
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域
づ
く
り

推
進
係　
☎
�
９
２
０
１

爆発により破損した窓ガラス
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

に
関
す
る
お
知
ら
せ
で
す

実施医療機関一覧表　　　◎は、事前に予約が必要です。

医療機関名 住所 電話番号 インフルエンザ
高齢者 幼児など

池田ひ尿器科皮ふ科医院 朝日町 �５３５３ ◎
江木医院 片庭町 �１１８１ ◎
大石内科医院（注１） 黒川町 �０３１３ ○
大橋整形外科医院 長沢町 �２１５０ ○
岡本胃腸科内科医院 長沢町 �５５５５ ○
沖田内科医院 蛭子町 �０７６７ ○
沖田医院 殿町 �１５５５ ◎
笠田医院（注２） 牛市町 �１６２１ ◎ ◎
北村内科クリニック 国分町 �２２５７ ○ ○
小池医院 日脚町 �１０２０ ◎ ◎
さいとう小児科内科医院 朝日町 �０２２８ ◎ ◎
さかね内科（注３） 殿町 �２２３４ ○ ○
さわだこどもクリニック（注４） 国分町 �３７７７ ○ ○
島田病院 殿町 �２５１１ ◎
すみれ小児科 熱田町 �１００６ ◎
心療内科田中クリニック 長沢町 �１６５０ ◎ ◎
中村医院 片庭町 �１１８３ ◎
中村胃腸科内科医院（注５） 笠柄町 �８０００ ◎
中村呼吸器内科医院 内村町 �４５９３ ◎ ◎
中村整形外科 殿町 �３３２５ ◎
西川病院（注１） 港町 �２３９０ ◎
西川胃腸科内科医院 相生町 �０１００ ◎
能美クリニック 天満町 �３２３１ ◎
真鍋医院 国分町 �００３１ ○ ○
丸山内科クリニック 相生町 �１１１５ ○
三隅整形外科医院（注３） 治和町 �１５７７ ◎ ◎
都医院 治和町 �０１００ ○ ○
彌重内科眼科医院（注６） 高田町 �１５２７ ◎ ◎
やすぎクリニック 下府町 �１９１１ ◎ ◎
うのピアノクリニック 宇野町 ◎
山根病院（注３） 熱田町 �０６８８ ○ ○
金城沖田医院 金城町七条 �１８００ ○
酒井外科内科医院 旭町今市 �０２２２ ◎ ◎
寺井医院 三隅町三隅 �００３８ ○ ○
中村医院 三隅町三隅 �００２１ ◎ ◎
野上医院 三隅町三隅 �００３１ ○ ○
山根病院三隅分院（注２） 三隅町岡見 �４３４３ ◎ ◎
浜田医療センター（注７） 浅井町 �０５０５ ◎
国民健康保険大麻診療所 西村町 �００１４ ◎ ◎
国民健康保険波佐診療所 金城町波佐 �０００１ ◎ ◎
国民健康保険あさひ診療所 旭町丸原 �０００２ ◎ ◎
国民健康保険弥栄診療所 弥栄町木都賀 �５００１ ◎ ◎
びおら小児科 江津市 0855�5355 ◎
上田医院 邑南町 0855�0070 ○
※（注１）通院（入院）患者のみ対象です。
　（注２）３歳以上が対象です。
　（注３）小学生以上が対象です。
　（注４）午後５時以降は要予約です。
　（注５）12月10日㈪以降は要予約です。予定本数がなくなり次

第終了します。
　（注６）ワクチンが入手できる期間での実施となります。
　（注７）かかりつけ患者を優先します。

高
齢
者
に
対
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

定
期
予
防
接
種

対
象

・
65
歳
以
上
の
市
民

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
市
民
で
心

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
免
疫
機
能

障
害
が
あ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
相
当
の
人

持
っ
て
く
る
も
の　

保
険
証
（
住

所
・
生
年
月
日
な
ど
を
証
明
す
る

も
の
）・
免
除
証
明
書
（
必
要
な

人
の
み
）・身
体
障
害
者
手
帳
（
必

要
な
人
の
み
）

実
施
期
間　
10
月
１
日
㈪
～
平
成
31

年
１
月
31
日
㈭

※　

開
始
時
期
は
、
医
療
機
関
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

接
種
回
数　
１
回

接
種
料
金　
１
５
０
０
円

（
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
）

問
合
せ　
地
域
医
療
対
策
課
保
健
予

防
係　
☎
�
９
３
１
１

幼
児
な
ど
を
対
象
と
し
た
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
任
意
予
防
接
種
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す

対
象　
平
成
18
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
30
年
１
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
市
民

※　
接
種
日
に
１
歳
以
上
が
対
象
者

と
な
り
ま
す
。

※　
対
象
者
に
は
、
お
知
ら
せ
と
助

成
券
を
送
付
し
ま
す
。

対
象
期
間　
10
月
１
日
㈪
～
平
成
31

年
１
月
31
日
㈭

助
成
額　
１
回　

１
０
０
０
円

※　

１
人
最
大
２
回
分
の
費
用
を
助

成
し
ま
す
。

問
合
せ　
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係　
☎
�
９
３
３
１

接
種
を
希
望
す
る
人
へ

　
予
防
接
種
の
効
果
や
副
反
応
な
ど

を
十
分
理
解
し
た
上
で
、
接
種
す
る

か
ど
う
か
を
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
を
完
全

に
予
防
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
重
症
化
の
防
止
に
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応

　
注
射
し
た
部
分
が
腫
れ
る
、
熱
が

出
る
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ま
れ
に
重
篤

な
症
状
（
脳
脊
髄
炎
な
ど
）
を
引
き

起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

接
種
実
施
医
療
機
関

　
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※　
予
約
が
必
要
な
医
療
機
関
、
通

院
や
入
院
患
者
を
優
先
す
る
医
療

機
関
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
地
域
医
療
対
策
課
保
健
予

防
係　
☎
�
９
３
１
１

10
月
は
臓
器
移
植
普
及
推
進
月

間
・
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
で
す

　
移
植
医
療
は
、
医
療
者
と
患
者
だ

け
で
な
く
、
第
三
者
か
ら
の
善
意
に

よ
る
提
供
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
「
提
供
し
た
い
」「
提
供
し
た
く
な

い
」
ど
ち
ら
も
一
人
ひ
と
り
の
平
等

で
大
切
な
意
思
で
す
。
大
切
な
意
思

を
表
示
し
、
家
族
で
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ　
し
ま
ね
ま
ご
こ
ろ
バ
ン
ク

☎
０
８
５
３
�
２
５
５
６　

　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
法
定

に
よ
る
電
気
設
備
保
安
点
検
及
び

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
備
点
検
の
た
め
、

救
急
患
者
や
手
術
を
要
す
る
傷
病
者

な
ど
の
対
応
が
困
難
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時　
10
月
28
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

問
合
せ　
国
立
病
院
機
構
浜
田
医
療

セ
ン
タ
ー　
事
務
部
企
画
課

　
☎
�
０
５
０
５

電
気
設
備
保
安
点
検
及
び
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
設
備
点
検
の
お
知
ら
せ

税
務
・
納
税

　
様
々
な
事
情
で
家
族
と
一
緒
に
生

活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た

　
住
宅
の
改
修
を
行
う
と
、
そ
の
住

宅
の
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
適
用
を
受
け
る
た

め
に
は
、
改
修
工
事
完
了
後
３
か
月

以
内
に
申
告
が
必
要
で
す
。

耐
震
改
修
の
場
合

減
額
内
容　
工
事
が
完
了
し
た
年
の

翌
年
度
分
（
通
行
障
害
既
存
耐
震

不
適
格
家
屋
で
あ
っ
た
場
合
は
２

年
間
）
に
つ
い
て
、
改
修
さ
れ
た

住
宅
に
該
当
す
る
固
定
資
産
税
の

２
分
の
１
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

※　
１
２
０
㎡
相
当
分
を
限
度
と
し

ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
の
場
合

減
額
内
容　
工
事
が
完
了
し
た
年
の

翌
年
度
分
に
つ
い
て
、
改
修
さ
れ

た
住
宅
に
該
当
す
る
固
定
資
産
税

の
３
分
の
１
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

※　

１
０
０
㎡
相
当
分
を
限
度
と
し

ま
す
。

省
エ
ネ
改
修
の
場
合

減
額
内
容　
工
事
が
完
了
し
た
年
の

翌
年
度
分
に
つ
い
て
、
改
修
さ
れ

た
住
宅
に
該
当
す
る
固
定
資
産
税

の
３
分
の
１
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

※　

１
２
０
㎡
相
当
分
を
限
度
と
し

ま
す
。

問
合
せ　

資
産
税
課
資
産
税
第
一

新
増
築
家
屋
の
調
査

調
査
内
容　
家
屋
の
部
材
の
種
類
や

設
備
、
そ
れ
ら
の
使
用
面
積
や
数

量
の
確
認
を
し
ま
す
。

※　
調
査
す
る
家
屋
は
、
住
宅
の
ほ

か
車
庫
、
物
置
な
ど
も
含
み
ま
す
。

調
査
時
間　
お
お
む
ね
１
時
間

※　
家
屋
の
平
面
図
や
仕
上
表
と
認

印
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
調
査
の
際
に
、
固
定
資
産
税
の

特
例
や
軽
減
措
置
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　
市
内
に
家
屋
を
新
築
（
又
は
増

築
）
し
て
お
り
、
今
年
中
に
完
成

予
定
で
す
。
完
成
後
、
ど
の
よ
う

な
手
続
が
必
要
で
す
か
。

Ａ　
来
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
現
地
に
お
伺
い

し
て
家
屋
調
査
と
説
明
を
し
ま
す

の
で
、
都
合
の
良
い
日
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ　
現
在
、
市
内
に
あ
る
家
屋
を
解

体
す
る
予
定
で
す
。
解
体
後
、
ど

の
よ
う
な
手
続
が
必
要
で
す
か
。

Ａ　
資
産
税
課
又
は
各
支
所
市
民
福

祉
課
へ
解
体
届
を
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

資
産
税
課
資
産
税
第
一

係
・
第
二
係　
☎
�
９
２
３
３

　
「
ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
」
は
、
全
国
の
地

方
公
共
団
体
が
共
同
で
運
営
す
る
地

方
税
の
総
合
窓
口
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
す
る
と
、
給

与
支
払
報
告
書
の
提
出
や
法
人
市
民

税
の
申
告
な
ど
、
地
方
税
に
関
す
る

手
続
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
簡
単
に
で
き
ま
す
。

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
利
用
手
続
や
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間

・
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク 

　

９
時
～
17
時
（
土
・
日
・
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

・
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス

　

８
時
30
分
～
24
時
（
土
・
日
・
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

問
合
せ

・
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク　

　
☎
０
５
７
０
‐
０
８
１
４
５
９

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
場
合

　
☎
０
３
‐
５
５
０
０
‐
７
０
１
０

ち
を
自
分
の
家
に
迎
え
入
れ
、
家
庭

的
な
環
境
の
中
で
愛
情
を
込
め
て
養

育
し
て
く
だ
さ
る
「
里
親
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

※　
里
親
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
知

り
た
い

※　
自
分
で
も
里
親
に
な
れ
る
の
か

知
り
た
い

※　
興
味
は
あ
る
け
ど
あ
と
一
歩
踏

み
出
せ
な
い
な
ど

里
親
制
度
に
関
心
の
あ
る
人
は
、

近
く
の
児
童
相
談
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
浜
田
地
区
里
親
会
事
務
局

（
浜
田
児
童
相
談
所
内
）　

　
☎
�
３
５
６
０

健
康
・
福
祉

　
薬
は
正
し
く
使
っ
て
い
て
も
、
副

作
用
の
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

万
が
一
、
入
院
治
療
が
必
要
に
な
る

ほ
ど
の
健
康
被
害
が
起
き
た
と
き
、

医
療
費
や
年
金
な
ど
の
給
付
を
行
う

公
的
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
ぜ
ひ

知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

救
済
制
度
相
談
窓
口

　
☎
０
１
２
０
‐
１
４
９
‐
９
３
１

問
合
せ

医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構

☎
０
３
‐
３
５
０
６
‐
９
５
０
６

　
昼
食
の
確
保
が
困
難
な
人
に
、
高

齢
者
向
け
の
お
弁
当
を
ご
自
宅
に
配

達
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
が
、
昨
今
の
食
材
料
費
の
高
騰

に
よ
り
利
用
料
を
値
上
げ
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

利
用
料

　
ご
は
ん
付
き
お
弁
当　

１
食　

　
　
　
　

４
０
０
円
→
４
５
０
円　

　
お
か
ず
の
み
の
弁
当　

１
食　
　

　
　
　
　

３
２
０
円
→
３
７
０
円　

値
上
げ
時
期　
10
月
１
日

問
合
せ

・
健
康
長
寿
課　
地
域
包
括
ケ
ア
推

進
係　
☎
�
９
３
２
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

ま
め
ネ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
お
持

ち
で
す
か
？

ま
め
ネ
ッ
ト
と
は
？

「
ま
め
ネ
ッ
ト
カ
ー
ド
」
を
持
っ

て
い
る
人
の
診
療
情
報
を
、
県
内
の

様
々
な
医
療
機
関
な
ど
で
共
有
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

次
の
よ
う
な
人
に
お
す
す
め
で
す

・
複
数
の
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
い

る
人

・
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人

・
乳
幼
児
、
高
齢
者

※　
　
「
ま
め
ネ
ッ
ト
カ
ー
ド
」
の
作

り
方
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
し
ま
ね
医
療
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
会

　
☎
０
８
５
３
�
８
０
５
８

住
宅
改
修
に
伴
う
固
定
資
産

税
減
額
の
お
知
ら
せ
で
す

係
・
第
二
係　
☎
�
９
２
３
３

家
屋
の
調
査
に
ご
協
力
く
だ

さ
い

市
税
の
電
子
申
告
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

10
月
は
里
親
月
間
で
す

い
き
い
き
配
食
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
料
を
値
上
げ
し
ま
す

医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
制

度
が
あ
り
ま
す
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10月各種がん検診の日程

乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上の女性で、２年に１回の受診間隔の人及

びクーポン券が送付された人
【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内健診センター

☎�７７００
申込受付時間　14:00～16:00

実施期間
平成31年２月28日㈭まで
毎週火・水・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター
【検診車で受診する場合】
申込先　島根県環境保健公社　☎�７４４２

実施日 受付時間 会　場
浜
田10月４日㈭  9:00～11:30 浜田保健所13:00～15:00
浜
田10月22日㈪ 9:00～11:30 市役所第２東分庁舎
旭 13:30～15:00 旭保健センター
※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）

を受けられません。
・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）
・乳房手術後１年以内の人・卒乳後６か月未満の人

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピロー
マウイルス）検査を無料で受けることができます。
【医療機関で受診する場合】
医療機関によっては、予約が必要となります。
対象　20歳以上49歳までの女性
※　HPV検査の結果により受診間隔に違いがあります。

実施期間 平成31年２月28日㈭まで

実施場所

江木医院　☎�１１８１（予約不要）
浜田医療センター内　健診センター
☎�７７００（要予約）
予約受付時間　14:00～16:00
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　 9:00～ 9:30
検査時間　10:00～

【検診車で受診する場合】（予約不要）
対象　20歳以上の女性

実施日 受付時間 会　場

三
隅10月24日㈬

 9:00～ 9:15 みのり会館
10:15～10:30 黒沢公民館
11:15～11:30 岡見公民館
13:00～13:15 三保公民館
13:30～13:45 海石集会所
14:00～14:30 市役所三隅支所
14:45～14:50 白砂公民館

子宮頸がん検診の受診間隔について
今回の受診結果 対応又は受診間隔

細胞診「異常なし」かつ
HPV検査「陰性（－）」 次回は、3年後に受診

細胞診「異常なし」かつ
HPV検査「陽性（＋）」 次回は、1年後に受診
細胞診「異常あり」 精密検査を受診

※　一般的な間隔ですので、医師の指示を守りましょう。

胃がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
実施日 受付時間 会　場

旭 10月３日㈬ 8:30～11:00 旭保健センター
浜
田 10月16日㈫ 8:30～10:00 浜田合同庁舎

13:30～14:00 田橋児童館
浜
田

10月17日㈬
8:00～ 9:00 周布公民館

三
隅 10:00～10:15 下室谷集会所
浜
田 13:00～13:30 大麻公民館
浜
田 10月18日㈭ 9:00～10:00 長浜公民館

13:30～14:00 福井集会所
※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受

診６時間前には必ず食事を済ませてください。午後か
らの受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。
２時間前までは、コップ１杯程度の飲水は可能です。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメ
ン・ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこ　など

問合せ　地域医療対策課保健予防係　☎�９３１１

保
険
・
医
療

年

金

　11月以降のがん検診日程は、「平成30年度各種健
（検）診日程表」をご覧ください。
　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種が
ん検診を、無料で受診することができます。がん検

診受診の際は、本人確認ができるもの（健康保険証・
運転免許証など）をご持参ください。
※　年度内に同じ検診を複数回受診される場合は、

２回目以降全額負担となります。

交
通
事
故
な
ど
で
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
時
に

は
届
出
が
必
要
で
す

　
介
護
保
険
の
被
保
険
者
の
人
は
、

交
通
事
故
や
傷
害
な
ど
の
第
三
者
に

よ
る
不
法
行
為
が
原
因
で
状
態
が
悪

化
し
た
場
合
で
も
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
そ
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
か
か
っ
た
費
用
は
加
害
者

が
負
担
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
の
で
、

そ
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
か

か
る
保
険
給
付
分
に
つ
い
て
は
浜
田

地
区
広
域
行
政
組
合
が
一
時
的
に
立

て
替
え
た
後
、
加
害
者
に
請
求
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
保
険
給
付
が
、
交
通
事
故
や
傷
害

な
ど
の
第
三
者
に
よ
る
不
法
行
為
を

原
因
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
確
認

す
る
た
め
、
介
護
保
険
の
第
１
号
被

保
険
者
が
、
交
通
事
故
や
傷
害
な
ど

の
第
三
者
行
為
が
原
因
で
要
介
護
状

態
に
な
っ
た
場
合
や
状
態
が
悪
化
し

た
場
合
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
際
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

該
当
が
あ
る
場
合
に
は
、
浜
田
地
区

広
域
行
政
組
合
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ　
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合

介
護
保
険
課　
☎
�
１
５
２
０

10月結核レントゲン検診の日程

対象　65歳以上（浜田市に住民票のある人）
料金　無料
結核レントゲン検診撮影票（受診票）
・検診会場及び市役所東分庁舎１階地域医療対策

課・各支所市民福祉課・各公民館にあります。
・「広報はまだ」４月号に併せて配布した「平成30

年度各種健（検）診日程表」に掲載しています。

※　ネックレスなどは外し、すぐに撮影できるような
服装で受診してください。

※　同じ年度内に肺がん検診を受けている人は、結核
レントゲン検診を受けられません。

問合せ　地域医療対策課保健予防係
　　　　☎�９３１１　　　
　　　　各支所市民福祉課

【　旭　】 【　浜　田　】
日 時間 会場 日 時間 会場 日 時間 会場

29
日
㈪

9:00～ 9:10 本郷生活改善センター

30
日
㈫

9:00～ 9:10丸原寺廻り集会所

30
日
㈫

13:30～13:40 桜ヶ丘警察官宿舎横
9:25～ 9:35 戸川生活改善センター 9:20～ 9:30丸原センター 13:55～14:05 ホワイト急便神在坂店前
9:50～10:00 岩畳生活改善センター 9:45～ 9:55 しろつの生活センター 14:15～14:25長沢２町内児童館

10:15～10:30越木多目的集会所 10:10～10:20 木田生活改善センター 14:35～14:50二反田団地集会所
10:50～11:00来尾集会所 10:40～10:50 重富生活改善センター 15:00～15:15 生湯町４町内会集会所
11:20～11:40 早水生活改善センター 11:10～11:20 和田生活改善センター 15:25～15:35生湯町３町内公民館
13:00～13:10東都川集会所 11:40～12:00旭保健センター 15:45～15:55めさまし食堂看板前
13:20～13:30 都川高齢者活動促進センター
13:40～13:50西都川集会所
14:10～14:20 坂本構造改善センター前

野菜料理を毎食２皿食べましょう

今日からできる！～おいしく毎食２皿大作戦～

＊材料（１人分）＊
・さつまいも…50ｇ（皮付きのまま半月切り）
・しいたけ　…10ｇ（薄切り）
・こねぎ　　…３ｇ（小口切り）
・豆乳　　　…50㏄
・だし汁　　…100㏄
・味噌　　　…小さじ１

＊作り方＊
①だし汁に、さつま芋、しいたけを入れ茹でる。
②具材に火が通ったら、豆乳を入れ、味噌とねぎを入れて完成。

レシピ提供：野菜ソムリエコミュニティしまね

問合せ　地域医療対策課保健予防係　☎�９３１１

　野菜は「健康に良い」ことは知っているけれど、
なかなか十分に食べることができない人も多いので
はないでしょうか。

　野菜の１日の摂取目標量は350gです。毎食２皿
ずつを目安に食べると、この目標量をとることがで
きます。そこで、忙しくても簡単に準備できるコツ
について、ご紹介します。

①普段のおかずに「洗って切るだけ」の野菜（海藻）
を一品追加する。

　例：キャベツ、レタス、きゅうり、トマト、わか
めなど。

②野菜が足りないときは「レンジで加熱するだけ・
茹でるだけ」の野菜を一品追加する。

　加熱調理でたっぷり食べられます。
　例：もやし、キャベツ、ブロッコリー、かぼちゃ

など。　

③忙しい朝は野菜たっぷり！具だくさんの汁物がお
すすめです。減塩にも効果的です。
その時期の旬のものを選び、鮮度の良いうちに食

べましょう。

10月のおすすめレシピ　「さつま芋の豆乳みそ汁」

食 育 コラムコラム
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

伝 言 板
まちかど

再
講
習
（
浜
田
会
場
）

対
象　
防
火
管
理
者
で
前
回
講
習
か

ら
一
定
程
度
経
っ
た
人
（
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

日
時　
12
月
12
日
㈬

場
所　
島
根
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会　
西

部
研
修
会
館

料
金　
６
５
０
０
円

定
員　
80
人
（
先
着
）

試
験
の
種
類
と
受
験
資
格

　
甲
種
の
全
類　
法
令
の
定
め
に
よ

る
資
格
を
有
す
る
者

　
乙
種
の
全
類　
資
格
の
制
限
な
し

日
時　
12
月
16
日
㈰

場
所　
浜
田
市
・
松
江
市

試
験
手
数
料

　
甲
種　
５
７
０
０
円

　
乙
種　

３
８
０
０
円

申
込
み　
10
月
12
日
㈮
か
ら
26
日
㈮

ま
で
に
申
込
書
で
、
又
は
10
月
９

日
㈫
午
前
９
時
か
ら
23
日
㈫
午
後

５
時
ま
で
に
電
子
申
請
で
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
島
根
県
支
部
へ

　
☎
０
８
５
２
�
５
８
１
９

新
規
講
習
（
浜
田
会
場
）

対
象　
防
火
管
理
者
に
な
る
予
定
の

人
や
資
格
取
得
を
希
望
す
る
人

日
時　
12
月
13
日
㈭
・
14
日
㈮

（
２
日
間
）

場
所　
島
根
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会　
西

部
研
修
会
館

料
金　
７
５
０
０
円

定
員　
80
人
（
先
着
）

申
込
み　
再
講
習
は
11
月
１
日
㈭
か

ら
20
日
㈫
ま
で
に
、
新
規
講
習
は

11
月
１
日
㈭
か
ら
21
日
㈬
ま
で
に

申
請
用
紙
を
島
根
県
消
防
設
備
協

会
へ　
☎
０
８
５
２
�
７
２
５
５

又
は
日
本
防
火
・
防
災
協
会
へ　

☎
０
３
‐
３
５
９
１
‐
７
１
２
１

日
時　
10
月
11
日
㈭

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
江
津
市
役
所
（
江
津
市
）

内
容　
山
下
一
也
さ
ん
（
島
根
県
立

日
時　
10
月
30
日
㈫

　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
い
わ
み
ー
る　

１
階

　

１
０
１
・
１
０
２
研
修
室

内
容　
各
事
業
所
の
特
色
や
仕
事
の

内
容
な
ど
の
説
明
（
10
社
程
度
）

問
合
せ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

　
☎
�
８
６
０
９

日
時　
10
月
10
日
㈬
・
11
月
14
日
㈬

　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

料
金　
無
料

問
合
せ　
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０

標
語

・
日
常
生
活
の
中
で
、
人
権
尊
重
を

呼
び
か
け
る
も
の

対
象　
県
内
在
住
の
15
歳
以
上

内
容　

県
政
な
ど
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
に
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
回
答

（
年
10
回
程
度
）

申
込
み　
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
し
ま

ねｗｅ
ｂ
モ
ニ
タ
ー
」
か
ら
応
募

問
合
せ　
島
根
県
広
報
部
県
民
対
話

室　
☎
０
８
５
２
�
６
５
０
１

※　
緑
ヶ
丘
住
宅
・
黒
川
住
宅
・
長

浜
西
住
宅
に
つ
い
て
は
、
空
き
が

出
た
場
合
は
公
募
し
ま
す
。

募
集
住
宅
（
先
着
順
）

【
旭
】
ニ
ュ
ー
市
木
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）・

あ
さ
ひ
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ツ
（
２
Ｌ

Ｄ
Ｋ
）

【
弥
栄
】
栃
木
住
宅
（
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）・

塚
ノ
元
住
宅
（
２
Ｄ
Ｋ
）

【
三
隅
】
若
者
住
宅
（
１
Ｄ
Ｋ
）

問
合
せ　
金
城
・
旭
・
弥
栄

　
㈲
中
田
工
務
店　
☎
�
１
２
０
３

三
隅　
㈱
コ
ム
サ　
☎
�
２
９
９
９

募
集
住
宅
（
先
着
順
）

　
上
府
住
宅
・
湯
屋
団
地
住
宅
１
号

棟
・
市
木
団
地
な
ど

問
合
せ　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社　

浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

　
☎
�
０
５
３
５

募
集
住
宅
（
先
着
順
）

　
浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅

（
小
福
井
・
内
田
・
国
府
・
金
城
）

問
合
せ　
浜
田
土
建
㈱

　
☎
�
１
４
１
７

・
本
人
が
作
成
し
た
未
発
表
の
も
の

対
象　
市
内
在
住
の
人（
小・中
学
生

は
別
途
各
学
校
で
募
集
し
ま
す
）

応
募
方
法　
は
が
き
に
標
語
・
住
所

　
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番

号
を
記
入
（
１
人
３
点
以
内
）

※　
は
が
き
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
作

品
の
著
作
権
は
浜
田
市
に
帰
属
し
、

啓
発
活
動
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

申
込
み　
10
月
31
日
㈬
ま
で
（
当
日

消
印
有
効
）
に
は
が
き
を
人
権
同

和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
へ

　
☎
�
９
１
６
０

大
学
神
経
内
科
）
に
よ
る
神
経
内

科
（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
脊
髄
小

脳
変
性
症
な
ど
）
の
相
談

申
込
み　
浜
田
保
健
所
医
事
・
難
病

支
援
課
へ　
☎
�
５
５
４
９

国際交流子どもの集いで楽しく交流しました

ジョアンナ　ディクソン    

　浜田市の皆さん、はじめまして、ジョアンナ　ディ
クソンです。今年の８月から浜田市役所の英語圏国
際交流員として働くことになりました。
　私はアメリカのワシントン州で生まれ、２歳の時
に父の地元のインディアナ州に引っ越して、それか
らずっと20年間インディアナに住んでいました。イ
ンディアナはアメリカの中部にある州のひとつです。
浜田市とは違って、海ではなく、アメリカの五大湖
のミシガン湖に近いです。人口は600万人で、私が
住んでいたエルクハート郡の人口は20万人くらいで
す。インディアナ州は「インディー500」という車
レースやバスケットボール、キャンピングカーの工
場などで有名です。私が卒業したインディアナ大学
ブルーミントン校でも同じようなレースがあります。
インディアナ大学では「Little 5」という大学生が
参加する自転車レースがあって、それがインディー
500を模しています。Little 5はインディー500と
同じように人気があり、1979年の映画「Breaking 
Away（ヤング・ゼネレーション）」でも採り上げ
られています。４人の幼なじみがLittle ５に参加す
る青春物語です。デニス・クエイドやほかの有名な
役者さんも出ている作品で、アメリカのアカデミー

アワードとゴールデングローブのアワードも取るこ
とができました。もしよければ皆さんも見てみてく
ださい。
　私は日本に来るのは２年ぶりです。留学では来た
ことがないですが、母が日本人なので毎年日本に遊
びに来ていました。母の出身は神奈川県大和市なの
で、今までは神奈川と東京に行く機会が多かったで
す。今も家族と大学の友達が神奈川県に住んでいる
ので、長い休みがあれば会いに行きたいと思ってい
ます。今回浜田市に来た時、中国地方自体初めてだっ
たので少し緊張していました。でも浜田の綺麗な景
色と自然、おいしい食べ物、優しい人たちに出会え
たおかげでとても安心して心強くなりました。これ
からの新しい生活、皆さんとの様々な交流がとても
楽しみです！よろしくお願いします。

Hi Hamada City!

国際交流員コラム

平
成
31
年
度
小
学
校
入
学
予

定
者
の
健
康
診
断
を
実
施
し

ま
す

　
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
31
年
４

月
に
小
学
校
入
学
予
定
の
児
童
（
平

成
24
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
25
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
の
健

康
診
断
を
各
小
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

　

該
当
す
る
家
庭
に
は
、「
平
成
31

年
度
小
学
校
就
学
者
健
康
診
断
通
知

書
」
を
９
月
下
旬
に
送
付
し
て
い
ま

す
。
10
月
15
日
㈪
ま
で
に
通
知
書
が

届
い
て
い
な
い
場
合
や
、
病
気
・
そ

の
ほ
か
の
事
情
で
就
学
が
困
難
な
場

合
は
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
学
校
教
育
課
学
事
保
健
係

☎
�
９
７
１
０

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

　
特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
の
原

因
と
な
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
を
い

ち
早
く
発
見
す
る
た
め
の
大
切
な
健

診
で
す
。
１
年
に
１
度
、
特
定
健
診

を
受
診
し
、
自
身
の
健
康
状
態
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
特
定
健
診

の
結
果
に
よ
り
生
活
改
善
が
必
要
な

人
は
特
定
保
健
指
導
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

対
象
者　
今
年
度
40
歳
に
な
る
人
か

ら
74
歳
ま
で
の
浜
田
市
国
民
健
康

保
険
加
入
者

※　
社
会
保
険
加
入
者
は
、
保
険
証

を
発
行
し
て
い
る
保
険
者
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　
75
歳
以
上
の
人
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
で
健
康
診
査
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

受
診
期
間　
11
月
30
日
㈮
ま
で

自
己
負
担
金　
無
料

受
診
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
特
定
健
康
診
査
受
診
券

※　
受
診
券
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

再
発
行
が
で
き
ま
す
。
医
療
保
険

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

検
査
項
目

基
本
項
目
（
全
員
に
実
施
）

　
問
診
・
身
体
計
測
・
診
察
・
血
圧

測
定
・
肝
機
能
検
査
・
脂
質
検
査
・

血
糖
検
査
・
尿
検
査
・
貧
血
検
査
・

心
電
図
検
査
・
尿
酸
検
査
・
血
清
ク

レ
ア
チ
ニ
ン
検
査

詳
細
項
目

（
医
師
の
判
断
に
よ
り
実
施
）

眼
底
検
査

問
合
せ　
医
療
保
険
課
国
保
係

☎
�
９
４
１
０

資
格・試
験

甲
種
防
火
管
理
講
習

消
防
設
備
士
試
験

相
　
　談

難
病
相
談

介
護
就
職
デ
イ
就
職
面
談
会

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

就
業
相
談
会移動

ナ
ー
ス
バ
ン
ク

募
　
　集

人
権
尊
重
標
語
募
集

し
ま
ねｗｅ
ｂ
モ
ニ
タ
ー

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

を
受
け
ま
し
ょ
う
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石
央
文
化
ホ
ー
ル
合
唱
団
「
響
」

第
11
回
演
奏
会

日
時　
10
月
14
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料
金　
前
売
券
一
般　

１
０
０
０
円

　
　
当
日
券
一
般　

１
２
０
０
円

　
　
　
学
生
以
下　
　
無
料

問
合
せ　
久
保
田
さ
ん

　
☎
�
０
６
４
５

秋
の
句
・
歌
を
和
紙
と
古
墨
で
表
現

墨
で
奏
で
る
秋
の
歌

日
時　
10
月
10
日
㈬
～
11
月
２
日
㈮

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所　
日
本
海
信
用
金
庫
本
店

料
金　
無
料

問
合
せ　
敬
紅
書
学
院　
坂
本
文
江

さ
ん

☎
０
９
０-
２
０
０
７-

１
７
８
０

テ
イ
チ
ク
吟
詠
協
会
山
陰
本
部

専
属
・
準
専
属
・
刀
扇
支
部

吟
詠
剣
詩
舞
道
大
会

日
時　
11
月
４
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
い
わ
み
ー
る

料
金　
無
料

問
合
せ　
公
道
流
吟
道
島
根
県
吟
詠

連
盟　
岡
田
さ
ん　
☎
�
３
３
７
７

外
ノ
浦
日
本
遺
産
追
加
指
定
記
念

浜
田
ホ
ト
ト
ギ
ス
俳
句
大
会

日
時　
11
月
10
日
㈯　
午
前
10
時
～

午
後
６
時
・
11
月
11
日
㈰　
午
前

10
時
～
午
後
３
時
30
分

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料
金　
２
０
０
０
円
（
２
日
間
）

問
合
せ　
浜
田
ホ
ト
ト
ギ
ス
俳
句
会

　
田
中
啓
信
さ
ん　
☎
�
１
４
０
８

角
田
光
代
の
児
童
文
学
作
品
の
舞
台
劇

キ
ッ
ド
ナ
ッ
プ
・
ツ
ア
ー

日
時　
11
月
18
日
㈰

　
午
後
６
時
～
７
時
15
分

場
所　
い
わ
み
ー
る　
体
育
室

料
金　
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
会
員
料
金
あ
り
）

問
合
せ　
浜
田
お
や
こ
劇
場　

　
☎
�
６
３
９
６

日
時　
10
月
13
日
㈯

　
午
後
２
時
～
３
時

場
所　
長
浜
公
民
館　

２
階
研
修
室

演
奏
者　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
Ｆ
ｌａｕｃｅ

料
金　
無
料

問
合
せ　
長
浜
公
民
館

　
☎
�
４
６
１
４

日
時　
10
月
13
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

場
所　
石
見
公
民
館

定
員　
15
人

料
金　
９
５
０
円
（
傷
害
保
険
代
含

む
）（
会
員
料
金
あ
り
）

申
込
み　
10
月
11
日
㈭
ま
で
に
浜
田

国
際
交
流
協
会
へ

　
☎
�
１
２
４
１

日
時　
10
月
13
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

場
所　
島
根
職
業
能
力
開
発
短
期
大

日
時　
10
月
10
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
予
定
）

場
所　
浜
田
港
福
井
埠
頭
３
号
岸
壁

料
金　
無
料

申
込
み　
当
日
、
浜
田
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
前
で
受
付
（
顔
写
真
付
き
の

身
分
証
明
書
が
必
要
・
高
校
生
以

下
保
護
者
同
伴・船
内
見
学
不
可
）

問
合
せ　
浜
田
港
振
興
会
ク
ル
ー
ズ

振
興
担
当　
☎
�
７
７
３
３

プ
ー
ル

対
象　
４
歳
以
上
（
小
学
校
３
年
生

以
下
は
保
護
者
水
着
着
用
で
同

伴
）

※　
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
着
用

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
９
時

（
利
用
は
２
時
間
以
内
）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム

対
象　
16
歳
以
上

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

（
利
用
は
２
時
間
以
内
）

ラ
ウ
ン
ド
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

対
象　
13
歳
以
上

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
９
時

10
月
は
無
休

ス
ポ
ー
ツ
体
験
＆
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

日
時　
10
月
７
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

内
容　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
・
ア
リ
ー

ナ
の
無
料
開
放　

柔
道
稽
古
会
（
要
予
約
）

対
象　
中
学
生
以
上
（
初
心
者
可
）

（
利
用
は
２
時
間
以
内
）

問
合
せ　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

　
☎
�
１
０
３
５

テ
ー
マ
作
品

日
時　
10
月
６
日
㈯

「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
一
か
ら
作
る
」

（
上
映
時
間
96
分
）

　
①
午
前
10
時
～　
②
午
後
３
時
～

「
い
た
だ
き
ま
す　
み
そ
を
つ
く
る

こ
ど
も
た
ち
」（
上
映
時
間
75
分
）

　
午
後
１
時
～

一
般
作
品

日
時　
10
月
20
日
㈯

「
天
然
コ
ケ
ッ
コ
ー
」

（
上
映
時
間
１
２
１
分
）

　
①
午
前
９
時
30
分
～　
②
午
後
０

時
30
分
～　
③
午
後
３
時
30
分
～

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料
金　
前
売
一
般　
　

１
２
０
０
円

　
　
小
学
生
～
大
学
生　

６
０
０
円

　
　
　
当
日
一
般　
　

１
４
０
０
円

　
　
小
学
生
～
大
学
生　

８
０
０
円

問
合
せ　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

　
☎
�
２
１
０
０

日
時　
10
月
13
日
㈯

　
午
後
１
時
～
４
時

剣
道
稽
古
会
（
要
予
約
）

対
象　
中
学
生

日
時　
10
月
20
日
㈯

　
午
後
１
時
～
４
時

み
ん
な
で
楽
し
く
３
Ｂ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

日
時　
10
月
28
日
㈰

　
午
前
10
時
～
正
午

内
容　
３
Ｂ
体
操

ヘ
ル
ス
ケ
ア
チ
ェ
ッ
ク
（
体
脂
肪
計

測
定
）

対
象　
高
校
生
以
上

日
時　
10
月
の
毎
週
土
・
日
・
月
曜

日　
午
前
10
時
～
午
後
８
時

料
金　
無
料

問
合
せ　
石
見
武
道
館

　
☎
�
７
１
７
０

学
校
キ
ャ
ン
パ
ス
内
（
江
津
市
）

料
金　
無
料

問
合
せ　
島
根
職
業
能
力
開
発
短
期

大
学
校　
☎
０
８
５
５
�
４
５
６
７

日
時　
10
月
４
日
㈭
・
５
日
㈮

　
日
没
～
午
前
０
時

場
所　
浜
田
マ
リ
ン
大
橋

問
合
せ　
建
設
企
画
課
都
市
計
画
係

　
☎
�
９
６
０
１

日
時　
10
月
２
日
㈫
～
10
月
31
日
㈬

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
月
曜
日

休
館・祝
日
の
場
合
翌
平
日
休
館
）

場
所　
石
州
和
紙
会
館

日
時　
10
月
１
日
㈪
～
11
月
30
日
㈮

場
所　
浜
田
と
邑
南
の
対
象
飲
食
店

内
容　
両
市
町
で
対
象
メ
ニ
ュ
ー
を

食
べ
て
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
応
募

問
合
せ　

浜
田
市
と
邑
南
町
と
の

「
食
」
を
通
じ
た
観
光
・
文
化
交

流
協
議
会　
☎
�
９
２
０
２

①
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科

対
象　
高
等
学
校
卒
業
（
見
込
み
含

む
）
程
度

検
定
料　
２
２
０
０
円

入
校
料　
５
６
５
０
円

授
業
料　
９
９
０
０
円
×
12
か
月

（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
９
０
０
０
０
円

程
度
必
要
）

②
建
築
科

対
象　
中
学
校
以
上
卒
業
（
見
込
み

含
む
）
程
度

授
業
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

７
０
０
０
０
円
程
度
必
要
）

③
機
械
加
工
・
溶
接
科

対
象　
中
学
校
以
上
卒
業
（
見
込
み

含
む
）
程
度

授
業
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

８
５
０
０
０
円
程
度
必
要
）

①
～
③
共
通

入
校
検
定
日　
11
月
９
日
㈮

検
定
会
場　
西
部
高
等
技
術
校
（
益

田
市
）

定
員　
各
10
人

選
抜
方
法　
筆
記
試
験
（
国
語
・
数

学
）
及
び
面
接

訓
練
期
間　
平
成
31
年
４
月
か
ら
１

年
間

訓
練
場
所　
西
部
高
等
技
術
校

申
込
み　
10
月
30
日
㈫
ま
で
に
入
校

日
時　
10
月
23
日
㈫
か
ら
平
成
31
年

２
月
12
日
㈫
ま
で
の
火
曜
日

　
午
後
７
時
～
８
時
30
分（
全
５
回
）

場
所　
浜
田
公
民
館

定
員　
６
人

料
金　
１
５
０
０
円（
会
員
料
金
あ
り
）

申
込
み　
10
月
19
日
㈮
ま
で
に
浜
田

国
際
交
流
協
会
へ　
☎
�
１
２
４
１

願
を
新
規
学
卒
の
人
は
西
部
高
等

技
術
校
へ
、
新
規
学
卒
以
外
の
人

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

問
合
せ　
西
部
高
等
技
術
校
指
導
課

☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０

④
Ｉ
Ｔ
実
務
能
力
活
用
科

入
校
検
定
日　
10
月
26
日
㈮

検
定
会
場　
浜
田
合
同
庁
舎　
５
階

　
中
会
議
室

定
員　
15
人

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

１
５
０
０
０
円
程
度
必
要
）

選
抜
方
法　
筆
記
試
験
（
国
語
・
数

学
）
及
び
面
接

訓
練
期
間　
11
月
13
日
㈫
～
平
成
31

年
２
月
12
日
㈫

訓
練
場
所　
㈱
ソ
コ
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ

浜
田
教
室

申
込
み　
10
月
17
日
㈬
ま
で
に
入
校

願
を
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

⑤
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
医
療
事
務
科

入
校
検
定
日　
11
月
26
日
㈪

検
定
会
場　
浜
田
合
同
庁
舎　
５
階

　
中
会
議
室

定
員　
15
人

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

２
３
０
０
０
円
程
度
必
要
）

選
抜
方
法　
筆
記
試
験
（
国
語
・
数

学
）
及
び
面
接

訓
練
期
間　
12
月
11
日
㈫
～
平
成
31

年
３
月
８
日
㈮

訓
練
場
所　
㈱
ラ
イ
ト　
中
央
支
店

申
込
み　
11
月
16
日
㈮
ま
で
に
入
校

願
を
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

問
合
せ　
西
部
高
等
技
術
校
総
務
企

画
課　
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０

浜田国際交流協会　国際交流教室・語学教室
講座 日時 場所 定員 料金 締切日

ジョアンナの
英語講座
～初級・中級～

昼10月24日㈬～平成31年１月30日㈬の
隔週水曜日　午後１時30分～３時（全５回） 石見公民館 15人 1500円 10月22日㈪

夜10月24日㈬～平成31年１月30日㈬の
隔週水曜日　午後７時～８時30分（全５回） 石見公民館 15人 1500円 10月22日㈪

韓国語講座
～初級Ⅲ～

10月30日㈫～平成31年２月５日㈫の
火曜日　午後７時～８時30分 浜田公民館 15人 3000円 10月26日㈮

韓国語講座
～中級Ⅲ～

10月30日㈫～平成31年２月５日㈫の
火曜日　午後４時～５時30分 浜田公民館 15人 3000円 10月26日㈮

申込み　電話で浜田国際交流協会へ　☎�１２４１　　　　　　　　　　（各講座とも会員料金あり）

料
金　
無
料

問
合
せ　
石
州
和
紙
会
館

　
☎
�
４
１
７
０

10
月
は
無
休

①
親
子
ＤＥ
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ

対
象　
幼
児
～
小
学
生
と
保
護
者

日
時　
10
月
７
日
㈰

　
午
前
10
時
～
正
午

②
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会　

日
時　
10
月
22
日
㈪

　
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

③
Ｔ
Ｒ
Ｘ
体
験
会　

対
象　
高
校
生
以
上

日
時　
10
月
１
日
㈪
・
15
日
㈪

　
午
後
５
時
～
７
時

　
10
月
７
日
㈰
・
20
日
㈯

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

④
体
組
成
計
測
定
会

日
時　
10
月
の
毎
週
土
・
日

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

料
金　
無
料

申
込
み　
当
日
、
島
根
県
立
体
育
館

へ　
☎
�
１
２
０
１

浜
田
市
文
化
祭
協
賛
行
事

長
浜
公
民
館オ

ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

浜
田
国
際
交
流
協
会

ニ
ュ
ン
の
ベ
ト
ナ
ム
料
理
教
室

～
ベ
ト
ナ
ム
の
バ
イ
ン
ミ
ー 

＆

コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ
い
ま
せ
ん
か
～

島
根
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校　

も
の
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
＆
学
園
祭

ク
ル
ー
ズ
客
船

「
コ
ス
タ・ネ
オ
ロ
マ
ン
チ
カ
」

埠
頭
か
ら
の
見
学

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

10
月
８
日
㈷
無
料
開
放
デ
ー

石
見
武
道
館

10
月
「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
月
間
」

第
27
回
し
ま
ね
映
画
祭

浜
田
会
場
上
映
会

10
月
４
日
は「
都
市
景
観
の
日
」

浜
田
マ
リ
ン
大
橋
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

10
月
４
日
は「
都
市
景
観
の
日
」

浜
田
マ
リ
ン
大
橋
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

石
州
和
紙
会
館

楫
ヶ
瀬
孝「
鳥
獣
戯
画
模
写
展
」

浜
田
市
×
邑
南
町グル

メ
フ
ェ
ア

お
出
か
け

西
部
高
等
技
術
校
訓
練
生

教
室・講
座

浜
田
国
際
交
流
協
会

（
中
国
語
を
話
し
ま
し
ょ
う
！
）Ⅱ

～
授
業
は
全
て
中
国
語
で
進
め
ま
す
～

浜
田
国
際
交
流
協
会

国
際
交
流
教
室
・
語
学
教
室

県
立
体
育
館推

進
月
間
イ
ベ
ン
ト
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日
時　
11
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
石
見
公
民
館　

問
合
せ　
石
見
公
民
館

　
☎
�
１
３
８
０

日
時　
11
月
４
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
石
見
大
崎
鼻
灯
台（
江
津
市
）

問
合
せ　
浜
田
海
上
保
安
部
交
通
課

　
☎
�
０
７
７
２

日
時　
11
月
４
日
㈰

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
15
分

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員　
50
組
（
先
着
）

料
金　
・前
売
り
大
人
８
０
０
円（
当

日
１
３
０
０
円
）・
子
ど
も
（
４

歳
以
上
）
５
０
０
円　
（
当
日
１

０
０
０
円
）・
親
子
ペ
ア
１
０
０

０
円
（
当
日
１
５
０
０
円
）・
３

歳
以
下
無
料
（
会
員
料
金
あ
り
）

申
込
み　
11
月
２
日
㈮
ま
で
に
浜
田

お
や
こ
劇
場
へ　
☎
�
６
３
９
６

日
時　
11
月
３
日
㈷　
午
前
10
時
～

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料
金　
参
加
料
１
０
０
０
円
・
弁
当

代
５
０
０
円

組
合
せ　
無
差
別
ク
ラ
ス
（
六
段
以

上
）・
Ａ
ク
ラ
ス
（
四
・
五
段
）・

Ｂ
ク
ラ
ス（
三
段
）・
Ｃ
ク
ラ
ス（
二

段
以
下
）　　
　
　

申
込
み　
10
月
15
日
㈪
ま
で
に
日
本

棋
院
浜
田
支
部
事
務
局　
牧
克
幸

さ
ん
へ

日
時　
10
月
30
日
㈫
・
31
日
㈬

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
45
分

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根
（
松

江
市
）

申
込
み　
10
月
26
日
㈮
ま
で
に
島
根

県
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
☎
０
８
５
２
�
５
９
５
７

日
時　
10
月
28
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場
所　
三
隅
町
室
谷
（
上
室
谷
集
会

所
山
側
の
田
ん
ぼ
）

※　
無
料
送
迎
バ
ス
あ
り

問
合
せ　
浜
田
市
観
光
協
会

　
☎
�
１
０
８
５

対
象　
小
学
生

日
時　
10
月
28
日
㈰

　
午
前
10
時
25
分
～
午
後
０
時
30
分

場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員　
30
人

料
金　
１
０
０
円

申
込
み　
10
月
22
日
㈪
ま
で
に
浜
田

国
際
交
流
協
会
へ

　
☎
�
１
２
４
１

生
徒
研
究
発
表
・
講
演
な
ど

日
時　
10
月
27
日
㈯　
午
前
10
時
～

実
習
製
品
販
売
な
ど

日
時　
10
月
28
日
㈰　
午
前
10
時
～

場
所　
浜
田
水
産
高
等
学
校

問
合
せ　
浜
田
水
産
高
等
学
校

　
☎
�
３
０
９
８

日
時　
10
月
28
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
９
時
～
午
後
２
時
30
分

場
所　
弥
栄
町
杵
束
公
民
館
前
に
集

合（
弁
当
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

料
金　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ　
下
村
さ
ん 

午
後
５
時
以
降

　
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

日
時　
10
月
27
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
千
畳
苑
前
駐
車
場

清
掃
場
所　
国
府
海
岸
一
帯

問
合
せ　
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０

０
人
の
会　
牛
尾
さ
ん

☎
０
９
０-

８
２
４
４-

９
４
２
９

日
時　
10
月
27
日
㈯

　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所

　
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
・
す
ま
い
る

定
員　
50
人

料
金　
３
０
０
０
円

問
合
せ　

未
来
の
子
ど
も
達
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
島
根　
小
笠
原
さ
ん

　
☎
０
９
０-

４
５
７
２-

２
５
８
７

日
時　
10
月
27
日
㈯

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
石
見
公
民
館

定
員　
40
人

料
金　
５
０
０
円

申
込
み　
10
月
22
日
㈪
ま
で
に
浜
田

国
際
交
流
協
会
へ　
☎
�
１
２
４
１

対
象　
市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
身

体
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
者
・

精
神
障
が
い
者
（
学
生
は
除
く
）

日
時　
10
月
27
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

申
込
み　

10
月
17
日
㈬
ま
で
に
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
浜
田
市
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
実
行
委
員
会
へ　

☎
�
０
０
９
４
・
ＦＡＸ
�
６
９
３
０

日
時　
10
月
23
日
㈫

　
午
前
９
時
～
正
午

講
師　
下
村
明
雄
さ
ん

定
員　
30
人

料
金　
無
料

申
込
み　
石
見
公
民
館
へ

　
☎
�
１
３
８
０

日
時　
10
月
22
日
㈪

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所　
浜
田
合
同
庁
舎
５
階
会
議
室

料
金　
３
２
４
０
円

申
込
み　
10
月
12
日
㈮
ま
で
に
申
込

書
を
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根
へ

　
☎
０
８
５
２
�
２
８
２
８

日
時　
10
月
21
日
㈰

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所　
江
津
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
ホ
ー
ル

内
容　
道
志
真
弓
さ
ん
の
講
演
・
山

根
万
理
奈
さ
ん
ラ
イ
ブ
・
み
は
し

た
か
こ
さ
ん
作
品
展
な
ど

問
合
せ　
島
根
県
人
権
啓
発
推
進
セ

ン
タ
ー　
☎
０
８
５
２
�
６
０
５
１

日
時　
10
月
20
日
㈯　
午
前
10
時
～

場
所　
島
根
県
立
大
学　
講
堂

料
金　
無
料

講
師　
片
田
敏
孝
さ
ん

申
込
み　
事
前
に
島
根
県
防
災
危
機

管
理
課
へ

　
☎
０
８
５
２
�
６
５
４
３

日
時　
10
月
20
日
㈯

　
午
前
11
時
～
午
後
４
時

場
所　
朝
日
町
商
店
街

内
容　
県
大
生
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
、

地
元
産
品
や
飲
食
物
の
販
売
な
ど

※　
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
当
日
受
付

問
合
せ　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域

交
通
学
校
支
援
係 

☎
�
９
２
０
１

対
象　
小
学
生
以
上

日
時　
10
月
20
日
㈯

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

場
所　
雲
城
公
民
館
集
合

料
金　
３
０
０
円

（
中
学
生
以
下
無
料
）　

申
込
み　
で
き
る
だ
け
事
前
に
雲
城

公
民
館
へ　
☎
�
２
０
７
６

日
時　
10
月
20
日
㈯

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　
ゆ
め
タ
ウ
ン
江
津（
江
津
市
）

料
金　
無
料

問
合
せ　
浜
田
保
健
所
衛
生
指
導
課

　
☎
�
５
５
５
８

日
時　
10
月
21
日
㈰

　
午
前
10
時
15
分
～
午
後
３
時
30
分

場
所

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　
美
川
苑

問
合
せ　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

美
川
苑　
☎
�
０
３
３
３

日
時　
10
月
20
日
㈯

　
午
前
９
時
～
11
時

場
所
（
開
会
式
）
三
隅
中
央
公
園
駐

車
場

内
容　
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
苗
木
の
植
樹
、

森
林
教
室
、
木
工
教
室
な
ど

問
合
せ　
農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
�
９
５
１
０

期
間　
10
月
19
日
㈮
～
12
月
２
日
㈰

場
所　
浜
田
市
、
石
見
地
域
各
所

※　
定
員
・
料
金
な
ど
は
、
各
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳

細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト

を
ご
覧

く
だ
さ

い
。

申
込
み　

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
催
日
の
３
日
前

ま
で
に
い
わ
み
ん
実
行
委
員
会
事

務
局
へ

　
☎
０
８
５
５
�
７
２
１
４

日
時　
10
月
15
日
㈪

　
午
後
０
時
40
分
～
５
時
30
分

場
所　
松
江
テ
ル
サ
（
松
江
市
）

内
容　
採
用
担
当
者
に
よ
る
会
社
概

要
や
採
用
計
画
の
説
明
な
ど

問
合
せ　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

☎
０
８
５
２
�
０
６
９
４

日
時　
10
月
16
日
㈫

　
午
後
２
時
30
分
～
４
時

場
所　
浜
田
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ

テ
ル

講
師　
伊
藤
聡
子
さ
ん
（
事
業
創
造

大
学
院
大
学
客
員
教
授
・
フ
リ
ー

キ
ャ
ス
タ
ー
）

定
員　
１
５
０
人
（
先
着
）

料
金　
無
料

日
時　
10
月
13
日
㈯

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午
頃

場
所　
市
役
所
駐
車
場
に
集
合

定
員　
30
人
（
先
着
）

料
金　
無
料

申
込
み　
10
月
10
日
㈬
ま
で
に
観
光

交
流
課
石
見
神
楽
係
へ

　
☎
�
９
５
３
１

申
込
み　
申
込
書
を
浜
田
法
人
会
へ

　
☎
�
８
０
６
０

☎
０
９
０-

３
７
４
３-

４
８
５
６

石
見
公
民
館

新
・
ふ
れ
あ
い
祭
り
展
示
会

灯
台
百
五
十
周
年
記
念

石
見
大
崎
鼻
灯
台
一
般
公
開

浜
田
お
や
こ
劇
場

人
形
劇
の
の
は
な
公
演

「
と
も
だ
ち
げ
き
じ
ょ
う
」

浜
田
市
長
杯
争
奪
囲
碁
大
会

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

保
育
士
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

日
本
の
原
風
景
を
秋
の
室
谷
で
堪
能

室
谷
の
棚
田
ま
つ
り

浜
田
国
際
交
流
協
会

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

２
０
１
８

今
年
も
や
り
ま
す

美お

い味
し
い
「
水
高
祭
」

第
１
９
１
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

弥
栄
町
木
都
賀

ま
ち
か
ど
探
検
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

未
来
の
子
ど
も
達
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
島
根

講
演
会
「
学
ぼ
う
！！

い
じ
め
が
終
わ
る
方
程
式
」

浜
田
国
際
交
流
協
会

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

浜
田
市
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
（
ボ
ッ
チ
ャ
）

石
見
公
民
館　
ふ
る
さ
と
地
域
学
習
事
業
②

日
本
遺
産
認
定
・
外
ノ
浦
地

区
の
探
検
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根

　
生
産
性
向
上
支
援
訓
練

「
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
」

し
ま
ね
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
８

島
根
県
防
災
講
演
会

「
地
震・津
波
か
ら
命
を
守
る
」

ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス

in
朝
日
町
商
店
街
秋
祭
り

～
Ｂ
Ｕ
Ｙ
浜
田
昼
市 

＆ 

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
de
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
～

金
城
三
偉
人
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会　
第
３
弾

岡
本
甚
左
衛
門

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

動
物
愛
護
展

～
そ
ば
に
い
る「
い
の
ち
」～

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　
美
川
苑

美
川
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

木
を
育
て
海
を
豊
か
に

２
０
１
８

森
づ
く
り
は
海
づ
く
り
㏌
浜
田

石
見
の
歴
史
・
文
化
・
人
々
の
魅
力

を
感
じ
ら
れ
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
体
験
イ
ベ
ン
ト「
い
わ
み
ん
」

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね
（
秋
期
）

浜
田
法
人
会　
特
別
講
演
会

「
地
域
経
済
の
活
性
化
が

日
本
の
元
気
を
取
り
戻
す
鍵
」

外
ノ
浦
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
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企
画
展「
め
が
ね
と
旅
す
る
美
術
展
」

関
連
イ
ベ
ン
ト
①

科
学
×
芸
術 

対
談

「
見
え
な
い
世
界
を
見
た
い
︱
サ
イ

エ
ン
ス
と
ア
ー
ト
の
挑
戦
」

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

「
磯
遊
び
を
し
よ
う
♪
」

日
時　
10
月
14
日
㈰

　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
ア
ク
ア
ス
近
く
の
海

定
員　
30
人

料
金　
無
料

申
込
み　
電
話
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

学
習
交
流
係
へ　
☎
�
３
６
１
４

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
ピ
ニ
ャ
ー
タ
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
！！
」

対
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

日
時　
10
月
22
日
㈪

　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所　
ア
ク
ア
ス
館
内

定
員　
20
人
（
先
着
）

料
金　
１
個
２
０
０
円

※　
中
に
入
れ
る
個
包
装
の
お
菓
子

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み　
当
日
１
階
総
合
案
内
所
へ

は
っ
し
ー
広
場
秋
ま
つ
り

日
時　
10
月
７
日
㈰
・
８
日
㈷

し
ま
ね
っ
こ
が
や
っ
て
く
る

　
７
日
㈰　
午
後
０
時
30
分
～
１
時

波
子
神
楽
社
中

７
日
㈰　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

秋
ま
つ
り
神
楽
大
会

　
亀
山
社
中
・
周
布
青
少
年
保
存
会

８
日
㈷

10
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

28
日
㈰　
熱
田
保
存
会

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場

ス
テ
ー
ジ

問
合
せ　
島
根
物
産
商
事
㈱

　
☎
�
３
３
８
８

日
時　
11
月
18
日
㈰

　
午
後
３
時
～
４
時
30
分

場
所　
島
根
県
立
大
学　
講
堂

講
師　
坂
根
正
弘
さ
ん
（
㈱
小
松
製

作
所
相
談
役・浜
田
市
名
誉
市
民
）

料
金　
無
料

申
込
み　
10
月
31
日
㈬
ま
で
に
、
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
書
い
て

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
浜
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
へ　
ＦＡＸ
�
９
６
６
９

日
時　
11
月
15
日
㈭

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
調
理
室

対
象　
大
学
生
～
30
歳
代

日
時　
11
月
11
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田　
和
室

講
師　
中
野
宅
吉
さ
ん
（
日
刀
保
刀

剣
指
導
委
員
）

定
員　
20
人
（
先
着
）

料
金　
２
０
０
０
円

申
込
み　
中
野
宅
吉
さ
ん
へ

　
☎
０
８
０-

１
９
２
２-

３
９
４
６

対
象　
市
内
幼
稚
園
、保
育
所
（
園
）

の
園
児
を
含
む
家
族

日
時　
11
月
10
日
㈯

　
午
前
９
時
～
正
午
（
雨
天
実
施
）

場
所　
浜
田
市
消
防
本
部

内
容　
煙
体
験
、
放
水
体
験
、
地
震

体
験
な
ど

定
員　
約
30
組
（
先
着
）

料
金　
無
料

申
込
み　
10
月
15
日
㈪
か
ら
26
日
㈮

ま
で
に
浜
田
市
消
防
本
部
予
防
課

保
安
係
へ　
☎
�
１
１
６
７

講
師　
長
野
操
子
さ
ん

定
員　
20
人
（
抽
選
と
し
、
結
果
を

申
込
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。）

料
金　
５
０
０
円

申
込
み　
10
月
15
日
㈪
ま
で
に
申
込

書
を
水
産
振
興
課
内　
浜
田
市
水

産
業
振
興
協
会
へ　
☎
�
９
５
２
０

日
時　
10
月
13
日
㈯

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ
講
義
室

内
容　
科
学
者
と
見
え
な
い
世
界
を

描
く
画
家
に
よ
る
対
談

出
演　
曽
我
公
平
さ
ん
（
東
京
理
科

大
学
基
礎
工
学
部
教
授
）

　
野
村
康
生
さ
ん
（
企
画
展
出
品
作

家
、
益
田
市
出
身
）

定
員　
40
人
（
先
着
）

料
金　
無
料
（
申
込
不
要
）

企
画
展「
め
が
ね
と
旅
す
る
美
術
展
」

関
連
イ
ベ
ン
ト
②

グ
ラ
ン
ト
ワ
ｔｅａ
ガ
ー
デ
ン

「
幻
想
茶
」

日
時　
10
月
14
日
㈰　
午
前
11
時
～

場
所　
石
見
美
術
館
ロ
ビ
ー

内
容　
飲
ん
で
い
る
う
ち
に
色
が
変

わ
る
不
思
議
な
お
茶
を
提
供

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
）

料
金　
無
料
（
企
画
展
観
覧
券
又
は

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
開
館
13
周
年
記
念
感
謝
祭

「
き
ん
さ
い
デ
ー
」

日
時　
10
月
７
日
㈰　
午
前
10
時
～

※　
美
術
館
は
午
後
６
時
30
分
ま
で

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ
全
館

内
容　
石
見
美
術
館
の
入
館
無
料
、

グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル
で
ア
ニ
メ

映
画
の
無
料
上
映
、
中
庭
広
場
を

使
っ
た
食
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
グ

ラ
ン
ト
ワ
全
館
を
使
っ
た
１
年
に

一
度
の
感
謝
祭

料
金　
無
料（
飲
食
ほ
か
一
部
有
料
）

　11月は、恒例の秋祭りが各自治区で開催
されます。農産物の品評会・即売会、特設
ステージでのアトラクションなど、見どこ
ろ満載です。
　ぜひお出かけください。

時間　　午前９時～午後３時40分
場所　　市民体育館・旭センター・旭保健センター周辺
問合せ　旭ふる里まつり実行委員会
 　　　（旭支所産業建設課内）☎�１４３７

11 ／
   11㊐

旭ふる里まつり

日時　　３日 午前10時～　４日 午前９時～（予定）
場所　　ふれあいジム・かなぎ
問合せ　さざんか祭り実行委員会
 　　　（金城支所産業建設課内）☎�１２３３

11 ／
  ３㊗・４㊐

さざんか祭り
時間　　午前９時～午後３時
場所　　市役所弥栄支所前イベント広場
問合せ　弥栄産業まつり実行委員会
 　　　（島根県農業協同組合弥栄支店内）☎�２２２１

11 ／
   ３㊗

弥栄産業まつり

時間　　午前９時～午後４時（予定）
場所　　しまねお魚センター周辺特設会場
問合せ　ＢＢ大鍋フェスティバル実行委員会事務局
 　　　（浜田商工会議所内）☎�３０２５
　　　　Ｓｅａ‐１グルメフェスティバル実行委員会事務局
 　　　（水産振興課内）☎�９５２０

11 ／
   ３㊗

ＢＢ大鍋フェスティバル
Ｓｅａ︲₁グルメフェスティバル

時間　　午前９時～午後４時（11日㈰は午後３時まで）
場所　　三隅中央公園周辺
問合せ　みすみフェスティバル実行委員会
 　　　（三隅支所産業建設課内）☎�２８０３

11 ／
   10㊏・11㊐

みすみフェスティバル

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
�
３
９
０
０

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０

浜
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
₆0
周
年
記
念
講
演

「
日
本
の
課
題
と
地
方
創
生

～
コ
マ
ツ
は
日
本
の
縮
図
～
」

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

石
州
刀
剣
会刀剣

鑑
賞
の
基
礎
講
座

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
防
火
教
室
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有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

����������������������������������������������

30広報はまだ：平成30年10月号31 広報はまだ：平成30年10月号

富田菜摘「ラプ」

自
己
推
薦
入
試　
　
　
　
　

（
総
合
評
価
型
AO
入
試
）
募
集

小学校での交流の様子

　
総
合
政
策
学
部
総
合
政
策
学
科
の

入
学
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
人
員　
75
人

選
抜
方
法　
総
合
課
題
・
個
別
面
接

　
及
び
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
と

　
出
願
書
類
を
ふ
ま
え
総
合
的
に
評

　
価
し
、
合
否
を
決
定
し
ま
す
。

出
願
期
間

　
11
月
５
日
㈪
～
９
日
㈮

入
試
日
程

①
総
合
課
題   

11
月
23
日
㈷

②
個
別
面
接　
11
月
23
日
㈷
・
24
日  

　
㈯

③
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

　
平
成
31
年
１
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

※　
詳
し
く
は
募
集
要
項
で
確
認
し

　
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
室

　
☎
�
２
２
０
３

学
部
社
会
人
入
試
募
集

　
社
会
人
を
対
象
と
し
た
総
合
政
策

学
部
総
合
政
策
学
科
の
入
学
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

募
集
人
員　
若
干
名

選
抜
方
法　
出
願
書
類
の
内
容
・
本

　
学
が
実
施
す
る
小
論
文
試
験
・
個

　
別
面
接
に
よ
り
総
合
的
に
評
価
し
、

　
合
否
を
決
定
し
ま
す
。

出
願
期
間　
11
月
５
日
㈪
～
９
日
㈮

入
試
日
程　
11
月
23
日
㈷

※　
詳
し
く
は
募
集
要
項
で
確
認
し

　
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
室

　
☎
�
２
２
０
３

公
開
講
座
の
ご
案
内

①
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い　

　
～
中
国
の
少
数
民
族
と

　
　
　
　
　
　
　
　
民
族
自
治
区
～

日
時   

10
月
17
日
㈬

　
午
前
10
時
20
分
～
11
時
50
分

講
師　
于
清
さ
ん
（
浜
田
市
国
際
交

流
員
）

②
食
品
安
全
を
考
え
る

日
時   

10
月
17
日
㈬

　
午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
玉
置
悦
子
さ
ん
（
島
根
県
立

大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修

了
）

③
ゼ
ロ
か
ら
わ
か
る
ア
ニ
メ
経
済
入

門

日
時   

10
月
24
日
㈬　

　
午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
木
村
秀
史
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ

ス
准
教
授
）

④
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
英
語
学
習
法

日
時   

11
月
７
日
㈬

　
午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
江
口
真
理
子
（
浜
田
キ
ャ
ン

パ
ス
教
授
）

各
会
場  

講
義
・
研
究
棟　
中
講
義     

   

室
３   

問
合
せ　
地
域
連
携
課

☎
�
２
３
９
６

夏
期
日
本
語
・
日
本
文
化
研
修

　
７
月
２
日
か
ら
20
日
ま
で
の
約
３

週
間
、
安
徽
財
経
大
学
、
華
僑
大
学

(

中
国)

、
世
新
大
学
、
台
中
科
技
大

学(

台
湾)

、
ソ
ウ
ル
神
学
大
学
校(

韓

国)

、
ワ
ナ
チ
バ
レ
ー
カ
レ
ッ
ジ(

米

国)

の
６
大
学
か
ら
計
16
人
の
留
学

生
を
受
け
入
れ
、「
２
０
１
８
年
夏

期
日
本
語
・
日
本
文
化
研
修
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
は
、
毎
年
夏
と
冬
の
年

２
回
、
海
外
の
交
流
協
定
校
か
ら
短

期
留
学
生
を
受
け
入
れ
、
本
学
の
学

生
や
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
柱

に
、
長
期
留
学
へ
の
動
機
づ
け
と
相

互
の
異
文
化
理
解
の
促
進
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
毎
日
の
日
本
語
授
業
に
は
日
本
の

学
生
も
参
加
し
、
食
べ
物
や
有
名
な

場
所
な
ど
を
話
題
に
自
国
と
日
本
の

違
い
を
話
し
合
っ
た
り
、
日
本
語
で

の
ス
ピ
ー
チ
練
習
を
し
た
り
し
ま
し

た
。

　
日
本
文
化
を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
着
付
け
や
茶
道
体
験
の
ほ
か
、

石
見
神
楽
の
講
義
と
三
宮
神
社
で
の

夜
神
楽
鑑
賞
、
神
楽
面
の
絵
付
け
な

ど
を
通
じ
て
地
域
の
伝
統
文
化
を
学

び
ま
し
た
。

　
地
域
交
流
で
訪
れ
た
渡
津
小
学
校

（
江
津
市
）
で
は
多
言
語
に
よ
る
読

み
聞
か
せ
、匹
見
小
学
校（
益
田
市
）

で
は
自
国
の
紹
介
を
日
本
語
で
発
表

し
ま
し
た
。
ま
た
、
水
澄
の
里
世
界

の
翼
の
会
（
浜
田
市
）
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
和
菓
子
を
作
り
、
龍
雲
寺
で

お
茶
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
多
く
の
人
と
出
会
い
、
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
短
期
留
学
生
か

ら
は
「
皆
親
切
で
一
生
忘
れ
ら
れ
な

い
」「
ぜ
ひ
、ま
た
来
た
い
」
と
い
っ

た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

  

皆
さ
ん
は
、
図
書
館
の
本
に
押
さ
れ
た

「
佐
々
田
奉
公
会
」
の
印
を
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
。
浜
田
市
立
図
書
館
の
存
続
に
多

大
な
財
政
支
援
を
行
っ
た
佐
々
田
奉
公
会

と
、
政
治
家
・
社
会
貢
献
家
と
し
て
の
佐
々

田
懋
さ
ん
に
つ
い
て
、
研
究
者
が
皆
さ
ん
に

お
話
し
し
ま
す
。

講
師　
河
野
純
一
さ
ん

日
時　
10
月
28
日
㈰

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
中
央
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

市
民
の
図
書
館
を
支
え
た
佐
々
田
懋す

す
む

読
書
週
間

「
文
字
・
活
字
文
化
の
日
」
で
あ
る
10
月

27
日
か
ら
11
月
９
日
ま
で
は
、
読
書
週
間
で

す
。
今
年
の
読
書
週
間
の
標
語
は
、「
ホ
ッ

と
一
息　
本
と
一
息
」
で
す
。

　
忙
し
い
日
常
の
中
で
、
わ
ず
か
な
時
間
で
も

本
を
読
ん
で
い
る
時
間
は
本
と
自
分
だ
け
の
大

切
な
時
間
。
そ
ん
な
時
間
を
く
れ
る
本
を
見
つ

け
に
図
書
館
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
図
書
館
で
は
、
11
月
４
日
㈰
の
「
本
の
リ
サ

イ
ク
ル
市
」
を
は
じ
め
、
読
書
週
間
に
あ
わ
せ

た
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

貸出ベスト10（平成30年８月期）
順位 タイトル 著者
1 かがみの孤城 辻村　深月
2 ファーストラヴ 島本　理生
3 怪しくて妖しくて 黒髪奇談 阿刀田　高
4 しない。 群　ようこ
５ 青嵐の坂 葉室　麟
６ 本性 伊岡　瞬
７ 雨降る森の犬 馳　星周
８ あやかし草紙 三島屋変調百物語伍之続 宮部　みゆき
９ 送り火 高橋　弘希
10 嚙みあわない会話と、ある過去について 辻村　深月

■
ゲ
ス
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《
な
ん
の
た
ま
ご
？
ほ
ん
と
に
た
ま
ご
？
》

◎
10
月
13
日
㈯　

指
導　
玉
田
多
紀
さ
ん
（
出
品
作
家
）

参
加
費　
２
０
０
円

10月の休館日
月曜日　15日・22日・29日 
展示替　９日㈫～12日㈮

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
空
気
砲
》

◎
10
月
14
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

《
紙
筒
で
王
冠
を
つ
く
ろ
う
》

◎
10
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

《
空
き
瓶
で
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
ン
プ
》

◎
10
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

参
加
費　
２
０
０
円

※　
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま

で
。（
参
加
受
付
は
、
３
時
30
分
ま
で
に
１

階
創
作
室
に
て
）

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
公
募
作
品
を
一
堂
に
集

め
た
浜
田
市
美
術
展
は
、
今
年
で
50
回
目
を

数
え
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

会
期　
10
月
８
日
㈷
ま
で

料
金　
無
料

　
こ
の
企
画
展
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
金
属
廃

材
、
古
着
と
い
っ
た
、
普
通
は
廃
棄
さ
れ
て

し
ま
う
廃
材
を
使
っ
て
制
作
さ
れ
た
造
形
作

品
を
紹
介
す
る
こ
と
で
廃
材
ア
ー
ト
の
可
能

性
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
る
展
覧
会
で
す
。

会
期　
10
月
13
日
㈯
～
平
成
31
年
１
月
14
日
㈷

助
成　
一
般
財
団
法
人
地
域
創
造

料
金　
一
般　
　
　
　
　

４
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

　
　
　
小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

■
浜
田
市
美
術
展
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《
オ
リ
ジ
ナ
ル
色
紙
を
作
ろ
う
》

◎
10
月
６
日
㈯　
午
後
１
時
～
３
時

参
加
費　
無
料

定
員　
25
人
（
先
着
）

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.262

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

vol.180
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

図書館情報
開館時間 10月の休館日

中央 ☎�0480  9:00～19:00 ９日㈫・22日㈪
金城 ☎�1823

 9:00～17:00 １日㈪・９日㈫
15日㈪・22日㈪
29日㈪・31日㈬

旭 ☎�1439
弥栄 ☎�2258
三隅 ☎�0338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

第
５0
回
浜
田
市
美
術
展　

１０
月
の
イ
ベ
ン
ト

廃
材
ア
ー
ト
展　
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開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間

（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

　

石本正「裸婦」制作年不明

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19，666 19，071 21，124 40，195
金 城 1，889 2，060 2，179 4，239

旭 1，344 1，369 1，387 2，756
弥 栄 674 617 674 1，291
三 隅 2，868 2，897 3，149 6，046
合 計 26，441 26，014 28，513 54，527

（単位：人）
人　口（８月末現在）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行便
入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

群馬県を拠点に全国で幅広く活動され
ている味

み そ の

曽野貴
た か よ し

由さんによるコンサート。
ラヴェルやショパンなどのクラシック

から、お馴染みの映画やアニメの曲まで、
ピアノとギターを使って演奏されます。
日時　10月８日㈷　午後１時～２時30分
会場　石正美術館創作室
料金　無料
演奏　味曽野貴由さん
（群馬在住・武蔵野音大
ピアノ科卒）

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

  

10
月
８
日
㈷
ま
で
、
石
本
正
記
念

展
示
室
で
は
三
隅
町
出
身
の
日
本
画

家
・
石
本
正
の
画
業
の
全
容
を
観
る

こ
と
の
で
き
る
「
２
０
１
８
年
度
・

石
本
正
作
品
選
２
」、
企
画
展
示
室

及
び
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
全
国
の
美

術
大
学
で
日
本
画
を
学
ぶ
優
秀
な
学

生
た
ち
の
作
品
88
点
が
集
う
「
石
本

正
日
本
画
大
賞
展
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
閉
幕
ま
で
あ
と
わ
ず
か
で
す
。

ど
う
ぞ
お
見
逃
し
な
く
。

　
10
月
16
日
㈫
か
ら
は
、
新
し
い
展

覧
会
が
始
ま
り
ま
す
。

　
特
に
企
画
展
示
室
の
石
本
正
素
描

展
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
を
求
め
て
」
で
は
、

画
家
が
最
期
ま
で
手
元
に
残
し
大
切

に
し
て
い
た
、
当
館
で
は
初
公
開
と

な
る
貴
重
な
初
期
の
裸
婦
デ
ッ
サ
ン

を
多
数
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
石
正
美
術

館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

︻
石
本
正
記
念
展
示
室
︼

２
０
１
８
年
度
・
石
本
正
作
品
選
２

︻
企
画
展
示
室
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︼

第
４
回
石
本
正
日
本
画
大
賞
展

期
間　
10
月
８
日
㈷
ま
で

︻
石
本
正
記
念
展
示
室
︼

２
０
１
８
年
度
・
石
本
正
作
品
選
３

︻
企
画
展
示
室
︼

石
本
正
素
描
展
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
を
求

め
て
」

期
間　
10
月
16
日
㈫
～
12
月
23
日
㈷

◎ピアノ＆ギター オータムコンサート ◎【ギャラリー展】第５回 小さな世界展

「小さなフレームの中に、大きな世界
アリ」。小サイズの作品の中で生まれる
世界観を出品者、鑑賞者共々楽しんでい
ただくことを目的として毎年開催されて
きた「小さな世界展」。小さな作品に込め
られた制作者それぞれの想いをぜひ会場で
ご覧ください。
会期
　10月16日㈫～31日㈬
※　最終日は午後３時

まで
会場　石正美術館

　　　ギャラリー
料金　無料

８
月
20
日
㈪
～
22
日
㈬
、
島

根
県
立
体
育
館
（
竹
本
正
男
ア

リ
ー
ナ
）
を
主
会
場
と
し
て
全

国
中
学
校
体
操
競
技
選
手
権
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
国

地
区
代
表
と
し
て
、
男
子
団
体

に
旭
中
学
校
、
女
子
団
体
と
男

子
個
人
に
第
一
中
学
校
体
操
部

の
選
手
が
出
場
し
、
大
舞
台
で

演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

（
10
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
掲
載
）

料
金
（
10
月
８
日
㈷
ま
で
）

　
一
般　
　
７
０
０
円（
６
０
０
円
）   

　
高
大
生　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

　
小
中
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

　
前
売
券
一
般　
５
０
０
円
（
販
売

先
＝
ロ
ー
ソ
ン
各
店
（
Ｌ
コ
ー

ド
６
１
３
９
５
）、
山
陰
中
央

新
報
社　
西
部
本
社
ほ
か

※　
10
月
16
日
㈫
以
降
は
一
般
６
０

０
円
（
５
０
０
円
）

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

　

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た

　
入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は

　
無
料
で
す
。

今
月
の
表
紙

毎
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
　
浜
田
市
市
長
公
室

　
　
　
　
　
　
☎
 0855⊖25⊖9151

　
　
　
　
　
　

ＦＡＸ 0855⊖22⊖3091

本
庁
　

〒
697-8501 島

根
県
浜
田
市
殿
町
１
番
地

　
　
　
 ☎

0855⊖22⊖2612（
代
表
）

　
　
http://w

w
w
.city.ham

ada.shim
ane.jp

　
　
info@

city.ham
ada.lg.jp

各
支
所
　
　
金
城
支
所
　
☎
42⊖1234

　
　
　
　
　
旭
支
所
　
　
☎
45⊖1234

　
　
　
　
　
弥
栄
支
所
　
☎
48⊖2111

　
　
　
　
　
三
隅
支
所
　
☎
32⊖2800

浜
田
市
広
報
係
 

@
koushitsu.ham

ada

Facebook

₁₀ 平
成
30年

N
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広
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